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はじめに

こんにちは。この冊子を手にとっていただき、ありがとうございます。何らかのご縁が
あり、こうやってあなたに今、この文章を読んでいただいていること、とてもうれしく
思います。

この冊子を通じて、障害のあるお子さんとご家族が、保育園や幼稚園、小学校、中学校、
その先の進路を選択していくにあたって、こんな視点もあるよ、こんな選択をした先輩
はこんな風に生活しているよ、ということを知っていただきたいと思っています。そして、
子どもの今と未来をいろいろな角度から考えるきっかけにしてもらえたらうれしいなと
思っています。
この冊子は、自分の校区にある小中学校、特別支援学校に自身の子どもを通わせている
保護者が中心となって、さまざまな方にご協力いただきながら検討を重ね作成されまし
た。私たち自身、子どもの人生の節目節目でたくさん悩み、決断を積み重ねてきましたし、
今現在も多くのことを悩みながら進んでいるところです。私たちが子どもの就学前に知
りたかったこと、聞いておきたかったこと、イメージできていたら気持ちが楽になってい
ただろうと思われることなどを Q ＆ A 形式にし、自らの経験をもとにお話しできること
をまとめていますので、同じ仲間の話として気軽に読んでいただければと思います。ただ、
子どもはひとりとして同じ子どもはいませんし、子どもの状況や学校の環境も異なりま
すので、本冊子の事例を参考にしながら、それぞれのお子さんに合った方法はどういうも
のなのかを、本人、保護者、学校、その他関係者とで、コミュニケーションを取りながら、
一緒に考えていただきたいと思います。
そのためにも、ご家族以外に、お子さんに関わる保健師、保育園や幼稚園の先生、療育の
先生、学校の先生、児童デイサービスの職員、相談支援専門員、看護師、主治医、理学療
法士、言語聴覚士、作業療法士、臨床心理士など、さまざまな方々にも目を通していただき、
ご家族から相談を受けた際に、広い視点で一緒に考えていただけるとうれしいです。

子どもに障害があるかもとわかってからこれまで、不安な日々を送ってこられた方も多
いのではないでしょうか。母子手帳に記載のある「〇か月のとき、○○ができますか？」
の質問の数々と我が子の様子を見比べて、落胆したり、傷ついたりされた方もいらっしゃ
るでしょう。他のお子さんと比較し、焦りを感じたこともあるかもしれません。「みんな
に追いつくためにもっとがんばれ」と親子で走り続けている方もいらっしゃるかもしれ
ませんね。
でも、子どもも大人も、私もあなたも、みんなそれぞれ、今の「そのまま」でステキなんです。
子どもが将来、ひとりの人間として周りの人たちと関わり合いながらその人らしく幸せに
生きていけるように、また、子どもひとりひとり、大人ひとりひとりが「そのまま」で
大切にされる社会になるように、そのために、いろいろな人が当たり前に一緒にいる学
校や社会になっていったらいいなと私たちは思っています。
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Ⅰ .Q ＆ A

Q1. 今度、小学校へ入学を迎えるのですが、自分の校区にある学校か、
特別支援学校か、悩んでいます。どうやって決めていけばいいで
しょうか。

まずは、子どもにどのような学校生活を送ってほしいのか、どのような環境で成長して
いってほしいのか、保護者の思いを整理してみると自然と進路方向が見えてくると思い
ます。そして、それぞれの学校を子どもと一緒に見学に行き、子どもと一緒に考えてみ
てください。また、実際にそれぞれの学校に通われている子どもの保護者からお話を聞
かせてもらうのもおすすめです。療育園等に通われている方は、地域の幼稚園や保育所
にも交流や園庭開放に行ってみるのもいいでしょう。ひとりでどうしていいかわからな
い、という場合は、障害児のことを理解している相談支援専門員※ 1 に相談するという
方法もあります。ほかには、こども未来センターなどもありますが、まずはインクルネッ
ト西宮にご相談ください。一緒に考えましょう。

※ 1 相談支援専門員・・・( 西宮市相談支援の手引きから、一部引用 )
子どもが障害福祉サービスや障害児通所支援、放課後等デイサービスなどを利用する場合、障害児計画相談の本
人中心支援計画を立てることになっています。その計画を一緒に立ててくれるのが、障害児相談支援事業所にい
る相談支援専門員です。
障害児相談支援事業所一覧は以下のリンクから検索できます。
http://momo.nishi.or.jp/kaigo/ ⇒ 「介護・障害福祉サービス事業所一覧の閲覧」をクリック ⇒ 「障害児相談支援」
に✓を入れ「検索」

インクルネット西宮は、「ともに学びともに育つ社会」をめざして活動しています。障
害のある子もない子も一緒に学び育つことが、小さいころから社会にはいろいろな人が
いるということを体感でき、分け隔てなく生きていくことにつながるため、すべての子
どもにとっていいと考えています。小さいころほど子どもたちは障害の有無に関係なく
育ちあうので、その経験は、子どもにとっても保護者にとっても大事だと思います。

自分の校区にある学校と特別支援学校
どうやって決める？

Ⅰ．Q ＆ A
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自分の校区にある学校と特別支援学校どうやって決める？

●私は、住んでいるところで当たり前に生きていくには、周りに私の子どものことを理
解して、支援してくれる人が必要だと思います。そのためには、周りの子どもたちと
一緒に自分の校区にある学校に通うことで、周りに友だちもでき、まちの一員になれ
ると思います。まずは、自分の校区にある学校に入学することを前提に進路を考えて
もらえたらいいなと思います。

●私の子どもは、重度の肢体不自由があります。医療的ケア※ 2 もあり、学校を選ぶと
きには本当に悩みました。入学してから学校での生活イメージをつけるために、特別
支援学校や自分の校区にある学校の見学にも行きましたが、西宮市では人工呼吸器を
使用している子どもが自分の校区にある学校へ通っているという事例がまだなかった
ため、隣県の学校に見学にも行かせてもらいました。なんとなく学校生活のイメージ
はついたものの、やはり揺れる気持ちは変わりませんでしたが、決め手となったのは、
年長時１年だけ通った地域の幼稚園での友だちとの関わりでした。友だちは、わが子
の障害のことを幼い子どもなりに理解し、「これはできない」ではなく「どうやった
ら一緒にできるか」考え行動してくれました。そんな友だちと一緒の小学校へ通わせ
たい！その思いが自分の校区にある学校への進学の決め手となりました。

●住んでいるまちで生活することで、障害があってもなくても、子どもたちは自然にお
互いを認め合い育っていきます。息子は友だちと過ごしていると、いつもうれしそう
でとてもいい表情をしています。本来なら学校を選択するのではなく、すべての子ど
もたちが自分の校区にある学校に通うことが当たり前になればいいなと思います。ぜ
ひ、自分の校区にある学校への入学を考えてみてください。

※ 2 医療的ケア・・・( 医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律、文部科学省「学校における医療的ケ
アの必要な児童生徒等への対応について」から引用 )
医療的ケアとは、人工呼吸器による呼吸管理、喀痰吸引その他の医療行為をいいます。一般的に学校や在宅等で
日常的に行われている、たんの吸引、経管栄養、気管切開部の衛生管理等の医療行為を指します。

併せて、「医療的ケア児およびその家族に対する支援に関する法律」（医療的ケア児支援法）が 2021 年 9 月 18
日に施行されました。この法律では、「医療的ケア児及びその家族に対する支援は、医療的ケア児の日常生活及
び社会生活を社会全体で支えることを旨として行われなければならない」などとする基本理念を規定し、さらに
基本理念にのっとり、国・自治体、保育所・学校の設置者の責務や支援について定めています。都道府県知事の
指定等による「医療的ケア児支援センター」の設置についても盛り込んでいます。（web 医療と介護から引用）

保護者の体験談
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Ⅰ .Q ＆ A

Q2. 入学先を決めるにあたって、学校の見学や体験をすることはでき
ますか。

自分の校区にある学校にも特別支援学校にもオープンスクールの日がありますので、見
学が可能です。体験は授業の妨げになるのでと断られることもありますが、学校によっ
て違いますので、一度学校へ問い合わせてみてください。特別支援学校の場合、説明会
も行われるので学校の詳しいことを知ることができます。自分の校区にある学校では、
説明会は行われないので学校の話を聞きたい場合は、学校にアポイントを取って見学に
行くといいでしょう。そして、通常学級、特別支援学級、どちらも見学することをおす
すめします。でも、学校に連絡しにくいし自分たちだけで行きにくい、という場合は、
相談支援専門員※1 に仲介に入っていただき、一緒に見学に同行してもらうと心強いです。
１回と言わず何度も（運動会などの行事にも）行って、いろいろな側面から見学してみ
ましょう。不安がある場合は、インクルネット西宮にご相談ください。

※ 1 相談支援専門員・・・( 西宮市相談支援の手引きから、一部引用 )
子どもが障害福祉サービスや障害児通所支援、放課後等デイサービスなどを利用する場合、障害児計画相談の本
人中心支援計画を立てることになっています。その計画を一緒に立ててくれるのが、障害児相談支援事業所にい
る相談支援専門員です。

障害児相談支援事業所一覧は以下のリンクから検索できます。
http://momo.nishi.or.jp/kaigo/ ⇒「介護・障害福祉サービス事業所一覧の閲覧」をクリック⇒「障害児相談支援」
に✓を入れ「検索」
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自分の校区にある学校と特別支援学校どうやって決める？

Q3. 特別支援学校ではなく、自分の校区にある学校に行くメリットは
どこにありますか。

子どものころの分けられた環境で生活することが差別を生むとも言われています。障害
のあるなしに関係なく、はじめから一緒に過ごすことで、お互い刺激を受けながら成長
していけるのです。障害のない子どもたちは、障害のある子どもが身近にいることで、
自然にできないことを理解し手助けできるようになり、手を貸すタイミングや方法を学
んだりする機会となり、いろいろな子どもたちの中で暮らすことで多様性が育まれます。
また、障害のある子どもは周りにたくさんの友だちがいることで、特に訓練などをしな
くても、集団生活のルールや社会性を自然と身につけることができていき、互いの成長
のためにも、自分の校区にある学校に行くことにはメリットがあると思います。

●まちを歩いていると、あちこちから「〇〇ちゃん！」と呼ばれるようになっています。
近所に知り合いや友だちがたくさんいる、それが将来にわたってこのまちで生きてい
くための、大きな力になると思います。

●私の子どもは車いすを使用していますが、1 年生のころ、友だちが図書室から借りて
きた車いすの本で、車いすについて勉強していたことがありました。「きっとこの友
だちは大人になっても支援の必要な方に自然と援助できる大人になるだろうな」と、
何とも言えないうれしい気持ちになったことがありました。また、自分の校区にある
学校に通うことで、地域の友だちができ、このまちとの繋がりができます。このまち
との繋がりは、防災などの面からもとても重要だと思います。

●私はヘルパー制度を利用して日々楽しく地域でひとり暮らしをしています。今現在、
充実してヘルパー制度を利用して暮らしている背景には、小中高と分けられることな
く幼いころから自分の校区にある学校でいろいろな子どもにもまれてきた経験が大き
いと思います。小学校 5 年生のときに、授業中「障害者やからノート書かなくていい
ねん」と言い勉強をさぼっていたら、クラス全員から終わりの会で「都合のいい障害
者だと思います。そんな都合のいいやつのために、移動教室の手伝いとかやりたくあ
りません」と言われました。母親からは「それはあんたが悪い。あんたはあほでも障
害者でもなんでもかまへんけど、障害者である前にひとりの人間として、あんたのた

障害のある先輩の体験談

保護者の体験談



友だちと休日も一緒にあちこち出かけています。自分ひとりで友だちと日程調整するのは難しいの
で、友だちが連絡帳に書いてくれたり、本人から「お母さん書いて」と言われて、遊びたい気持ち
を連絡帳に書いたりして、おでかけの計画を立てています。
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めやったら力になりたいと思ってもらえる人間になりなさい。」とさとされ、次の日、
クラスメイトの前で泣きじゃくりながら謝りました。みんなは許してくれ、このでき
ごとを境に楽しく学校生活を送れました。思い返せば、当時のクラスメイトは、障害
者の私ではなくてひとりのクラスの友だち、ひとりの人間として接してくれていたの
だと思い、今では誇れる経験です。そもそも障害があるからといって学校生活の段階
から分けられるという事実が、私はおかしいと思います。ぜひみなさん、自分の校区
にある学校を考えてみてください。なぜなら、「最初の分離は一生の分離の始まり」
であり、「学校は社会の縮図」であると考えているからです。
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自分の校区にある学校と特別支援学校どうやって決める？

Q4. 自分の校区にある学校でも、子どもに合った教育をしてもらえる
のでしょうか。

現状では学校側が気づいて配慮してくれることは少なく、保護者が根気良く学校側と話
し合いを重ねていく必要があります。しかし、その話し合いがうまく進むと、自分の校
区にある学校でも、子どものペースで無理なく授業を受けられるように内容を配慮して
くれたり、必要なトレーニングをしてくれたりなど、個別のニーズに合わせた教育は可
能です。必要であれば担任の先生にリハビリを見学に来てもらったり、リハビリの先生
に学校に来てもらい学習環境などについてアドバイスしてもらうことも可能です。

「子どもに合った教育」の内容については、子どもはひとりひとり違い、また保護者の
思いもそれぞれ違うので、話し合いが必要です。その際、生育歴や発達検査の結果など、
子どもの理解に必要なデータもそろえておくと、スムーズに進むこともあります。理解
してもらうこと、信頼関係を築くこと、配慮もまずは人間関係なのですぐに完璧にはな
らないでしょうが、先生の思いと保護者の思いをすり合わせて、きっとだんだん良くなっ
ていきます。

●月に２回、保育所等訪問支援事業※3 を利用しています。学校に専門の資格（理学療法士・
作業療法士・言語聴覚士・臨床心理士・保育士など）を持った方が訪問し、授業中の
様子を見て、本人が困っていることを把握し、その改善策などを提案して、学校の先
生と情報を共有してくれます。事前にプールの授業を見てほしい、運動会の練習で困っ
ていることはなさそうか？など、心配事を保育所等訪問支援事業所に伝えておくと、
その授業に訪問できるように調整をしてくれます。わが子は行事でつまずくことが多
いので、行事前にはそれに関連する授業を見てもらうようにしています。困っている
ことを何度も保護者から先生にお願いしても、なかなか聞き入れてもらえないことで
も、専門の資格を持った方からの意見だとすぐに取り入れてもらえ、訪問の次の日に
は改善されていたことも多々あります。保護者は学校での様子はなかなか見られませ
んが、学校への訪問があれば、子どもの様子が聞けるので安心できます。ぜひ、この
制度を活用してみてください。

※ 3 保育所等訪問支援事業・・・( 西宮市ホームページから引用 )
子どもたちが保育所、幼稚園、小学校等の集団生活において支援が必要な場合、専門的な知識・技術を有する訪
問支援員が訪問し、一人ひとりの発達に合わせたアドバイスを保護者や担任の先生などに行います。
詳しくはインクルネット西宮にご相談ください。
保育所等訪問支援事業所一覧は以下のリンクから検索できます。
http://momo.nishi.or.jp/kaigo/ ⇒「介護・障害福祉サービス事業所一覧の閲覧」をクリック⇒「保育所等訪問支
援」に✓を入れ「検索」

保護者の体験談
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●学習障害（LD）のため、字を書くのが苦手で大きな労力が必要です。そのため、宿
題を減らしたり、「書いて覚えるより、見て覚える方が得意だから」と、書きの課題
を減らしたりしてもらっています。ノートの枠が小さくなった高学年では、4 マスに
1 字を書くことを許可してもらえたりもします。板書をノートに書き写すこともでき
ないので、デジタルカメラを持ち込み黒板を撮影し、プリントアウトしてノートに貼っ
ています。板書については、学校によって、先生や子どものノートをコピーしたり、
板書ボランティアをつけることができたり、いろいろな対処法が考えられるので、学
校とよく相談するといいと思います。

【参考】
学習障害（LD）・・・( 文部科学省 平成 11 年 7 月「学習障害児に対する指導について（報告）」より抜粋 )
学習障害とは、基本的には全般的な知的発達に遅れはないが、聞く、話す、読む、書く、計算する又は推論する
能力のうち特定のものの習得と使用に著しい困難を示す様々な状態を指すものです。
その原因として、中枢神経系に何らかの機能障害があると推定されますが、視覚障害、聴覚障害、知的障害、情
緒障害などの障害や、環境的な要因が直接の原因となるものではありません。

●学校での生活援助や教育の参考にしていただけるよう、担任の先生に実際にリハビリ
の様子を見てもらい、リハビリの先生からも助言していただいています。各授業や運
動会、音楽会などの行事の取り組み方についても、先生とそのつど相談をするように
しています。初めはなかなか受け入れてもらえないこともありましたが、先生も慣れ
てきたのか柔軟に対応してくれることも多くなりました。先日、体育の授業で大縄と
びの授業がありました。肢体不自由のわが子は、普段は体育は見学していますが、こ
の大縄とびの授業は、車いすでもみんなと一緒に参加できるよう考えてくれて、友だ
ちの協力のもと参加することができました。特に私に相談もなく先生たちの判断で取
り組んでくださっていたので、とてもうれしく思いました。
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自分の校区にある学校と特別支援学校どうやって決める？

Q5. 自分の校区にある学校に通わせるのは、保護者のエゴだと言われ
るのですが。

このことは、進路に悩むときに必ず出てくることかもしれません。しかし、自分の校区
にある学校に行くことは、すべての子どもたちに与えられた権利です。エゴではなく、
障害のない子どもたちが校区にある学校に通うように、支援の必要な子どもたちも自分
の校区にある学校へ通うことが自然なのです。

大人になって、社会のルールで生活していくためにも、まちの人たちに障害のある子ど
ものことを理解してもらうためにも、自分の校区にある学校に行くことはメリットがあ
ります。また、まわりの子どもたちにとっても、障害のある子どもが当たり前に身近に
いることで、相手に必要なことを考えていく機会となります。外国の人や、性的少数者、
普通に見えても苦手なことがある人、体格の違う人など、自分と違う特性を持った人を
理解し、自分にできることを考えていける子どもたちが成長することが、多様性を理解
することにつながり、将来的には社会全体のためにもなると思います。

●まわりにはいろいろなことを言う人はいます。でも、子どもが楽しそうにみんなの中
で過ごしている姿を見ると、自分の校区にある学校の通常学級を選択して良かったな
と思います。みんなと同じ空気を吸っているのがやはり自然だと思います。子どもは
子どもの中で育つということを実感しています。

●うちの子の場合・・・
参観日、日番でした。授業終了で号令をかけなければならないのに、大勢の人の前、
しかもいつもと違う環境で声を出すことは、彼には非常に難しいです。授業終了のは
ずなのにと保護者はざわついています。でも、子どもたちは一言も発せず、じっと座っ
たまま待ち続けました。せかしたり、文句を言ったりする子はいません。やがて、保
護者には聞き取れないような声で号令がかかったらしく、子どもたちは礼をして帰り
支度を始めました。その様子があまりに自然で当たり前で、感動したし驚きました。
実際、学校に配慮をお願いすることもいろいろあります。保護者として、迷惑をかけ
ていると感じることもありますが、先生は「彼のためではなく、みんなのためにやっ
ています」「彼を理解することで、子どもたちも自分の中のできないことを理解し許
したり、周りの人に優しくできたりするんですよ」と言ってくれました。

保護者の体験談
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Q6 幼稚園等で親の付き添いが必要でしたが、学校へ行っても付き添
いは必要でしょうか。

幼稚園で付き添いをしていたからといって、学校でも付き添いが必要だということでは
ないです。付き添いは、子どもにとっても親にとっても、周りの子どもたちにとっても、
しない方がいいです。子どもは親がいたら甘えてしまい、挑戦するのをあきらめてしまっ
たり、みんなと同じようにがんばろうと思えなかったりするかもしれません。親の立場
から見れば、ずっと一緒にいたらどうしても粗が目立ってしまい、子どものがんばりを
褒めることが難しくなるかもしれません。周りの友だちも、小さいころは「あの子だけ
親と一緒でずるい」と思うかもしれないし、親が一緒にいたら遠慮して声をかけづらく
一緒に遊べないかもしれません。
付き添いに関しては、しない方向で学校と協議してください。支援体制については、教
育委員会との話し合いが必要になるかもしれません。支援体制があれば、親の付き添い
なしで安心して学校に通えるし、障害者差別解消法※ 4 では「合理的配慮※ 5」というこ
とが学校でも義務化されていますので、その支援体制を構築する義務は学校、教育委員
会側にあります。支援体制に不安がある場合は、安心できるまで話し合いを重ねてくだ
さい。その際、ひとりで不安な場合は、インクルネット西宮に相談してください。
その子に関わったことのない先生たちが不安になり、学校から付き添いを求められるこ
ともあるので、幼稚園での付き添いなしの実績が大切になることもあります。可能であ
れば、幼稚園での付き添いなしの経験を積めるように、幼稚園と話し合ってみるのもい
いかもしれません。

※ 4 障害者差別解消法・・・( 内閣府ホームページから引用 )
国連の「障害者の権利に関する条約」の締結に向けた国内法制度の整備の一環として、全ての国民が、障害の有
無によって分け隔てられることなく、相互に人格と個性を尊重し合いながら共生する社会の実現に向け、障害を
理由とする差別の解消を推進することを目的として、平成 25 年 6 月、「障害を理由とする差別の解消の推進に
関する法律」（いわゆる「障害者差別解消法」）が制定され、平成 28 年 4 月 1 日から施行されました。

※ 5 合理的配慮・・・( 内閣府「障害を理由とする差別の解消の推進に関する基本方針」および「西宮市障害を理由
とする差別の解消及び誰もが暮らしやすいまちづくりの推進に関する条例【解説】」参照 )

「障害を理由とする差別とは、障害を理由として、商品やサービスの提供を拒否したり、制限したり、条件をつ
けたりするような行為（不当な差別的取扱い）をいいます。
また、障害のある人が何らかの配慮を求めても、大きな負担とならないにもかかわらず、合理的な配慮を行わな
いこと（合理的配慮の不提供）も、差別にあたります。
障害のある人の中には意思表示をすることが難しい人もいるため、家族などが本人の意思を代弁した場合や、困っ
ていることが客観的に明らかな場合も合理的配慮を提供する必要があります。」
合理的配慮とは、障害のある人もその人らしく生きていくための、理にかなった工夫の積み重ねを続けていくこ

自分の校区にある学校に行かせたいけど、
こんなことが心配
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とと考えてよいでしょう。本来、学校こそが、障害のある人からの合理的配慮の申し入れを待つという受け身的
姿勢ではなく、学校から積極的に合理的配慮の提案をしていくべきものであると考えます。
学校にいろいろな配慮をお願いしていくことは、遠慮がちになりますが、他の子どもたちにとっても学びやすく
するための環境整備を進めていくことになります。遠慮することなく合理的配慮をお願いしましょう。

●息子は、親の顔を見ると気持ちが緩んでしまうので、幼稚園のときから付き添いはし
ていません。小学校高学年のときに、たまたま私が学校にいるときに、息子が移動に
手間取っていて手伝おうとしましたが、息子の友だちに「お母さんがいると甘えちゃ
うから、離れていてください」と言われました。学校は子どもの社会で、親が介入し
すぎてはいけないのだと気づきました。手伝ってくれる友だちには、感謝しかありま
せん。

●私の子どもは医療的ケア※ 2 が必要であり、幼稚園では付き添いをしていましたが、
学校に行ってからは、看護師の配置をしてもらい、付き添いなく通えています。しか
し、遠方の校外学習に関してはまだ付き添いの必要な状況です。今後、付き添いをな
くせるよう相談をしていこうと思っています。

●小学校を視野に入れ、幼稚園では付き添いをしない方向で最初から動きました。その
幼稚園での実績があったからこそ、教育委員会も学校も、安心できていたように思い
ます。子どもは子どもの中で育つことを実感しています。親がいない環境での成長は
大きいです。それは自分自身が成長してきた過程を振り返ってもそうです。周りの子
どもたちも、私がいるとやはり私のことをチラチラと気にするので、付き添いはアカ
ンなと感じています。

●自分が子どもだとして、学校でもずーっと親がそばにいることを想像してください。
いやじゃないですか。どんな子でも、親がいない子どもだけの時間も必要だと思いま
す。

●私の子どもは胃ろうからの注入、夜間在宅酸素という医療的ケア※ 2 がありますが、
通常の学校生活はもちろん、校外学習や自然学校、修学旅行などの遠方への移動、宿
泊も含め、付き添いはしていません。教育委員会が契約した、いつも学校でケアをし
てくれている看護師が同行してくれるので、安心して行かせることができています。

※ 2 医療的ケア・・・( 医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律、文部科学省「学校における医療的ケ
アの必要な児童生徒等への対応について」から引用 )
医療的ケアとは、人工呼吸器による呼吸管理、喀痰吸引その他の医療行為をいいます。一般的に学校や在宅等で
日常的に行われている、たんの吸引、経管栄養、気管切開部の衛生管理等の医療行為を指します。

保護者の体験談



14

Ⅰ .Q ＆ A

併せて、「医療的ケア児およびその家族に対する支援に関する法律」（医療的ケア児支援法）が 2021 年 9 月 18
日に施行されました。この法律では、「医療的ケア児及びその家族に対する支援は、医療的ケア児の日常生活及
び社会生活を社会全体で支えることを旨として行われなければならない」などとする基本理念を規定し、さらに
基本理念にのっとり、国・自治体、保育所・学校の設置者の責務や支援について定めています。都道府県知事の
指定等による「医療的ケア児支援センター」の設置についても盛り込んでいます。（web 医療と介護から引用）
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Q7. 子どもにとってわからない授業がすすんでいく中に、じっと座っ
ていてもしんどいだけではないでしょうか。

わからないこと、しんどいこともありますが、みんなと一緒に授業を受けることで、い
ろいろと学ぶことは多いと思います。例えば、みんなと一緒に静かに話を聞く、授業と
休み時間のけじめをつける、といったルールやマナーを学ぶことができます。また、友
だちが教科書を読むのを聞いて覚えたり、新しいことに興味を持ったり、その子なりの
学びがあると思います。

授業の内容としては、字を書く量や大きさなど、子どもに合った教材を使い、無理なく
勉強することもできます。ときには、疲れたら教室を出て休む、子どものペースに合わ
せて授業を進めればいいのです。

●授業の内容が理解できなくても、友だちや先生の声、教室の中の景色などからたくさ
ん刺激を受けて、その場にいるだけで意味のあることだと思います。私の子どもは、
授業内容を理解することは難しいですが、みんなが授業中に手を挙げるときに、自分
も手を挙げようとアピールするようになりました。これは、みんなと共に授業を受け
てきたからこそであり、些細な事ですが、私の子どもにとってはすごく大きなことで
した。

●わからない授業の中でも、娘なりの学びがあると感じています。周りの友だちの様子
をいつも見ていて、授業中は静かにする、手を挙げて発表するなどのルールを学ぶ場
でもあります。音読はできなくても、友だちの音読を聞いていて暗唱していたり、何
かノートにメモを取っていたり、「静かにしなさい」と友だちを注意したり、いいこ
とも悪いことも含めて、友だちのまねをして、たくさんのことを吸収しています。し
んどくなったら、「トイレに行くわ」と言ってトイレでリフレッシュしたり、少し廊
下を散歩したり、それで教室に戻ると、集中して個別のプリントをこなしたり、がん
ばる姿も見られます。娘に聞くと「学校楽しい。友だちおるから。」ということです。
やってみる前から、大人の尺度で「しんどいのでは？」と思うのは、違うのかなと感
じています。

保護者の体験談
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Q8. 他の子どもたちにもいい影響を与えられると聞きますが、初めは
周りの子どもたちも理解がないはず。そんな中にわが子を入れる
のはかわいそうだと思うのですが。

障害があってもなくても、大人でも子どもでも、誰でも初めからわかりあえる環境など
ありません。特に子どもたちは、大人が一度説明したからといって、すぐには理解でき
ないものです。共に生活をしていく中で、お互いを少しずつ認め合っていくのだと思い
ます。毎日、一緒に生活をしていくと、理解が深まっていき、気づけばクラス全体が相
手を思いやれる優しい雰囲気になっていることも多いです。

●私も入学前は不安でした。初めての友だちからは必ずと言っていいほど不思議そうに
眺められ、そのうち質問責め。でも、そうしているうちに、その友だちが良き理解者
になってくれるまでにそう時間はかかりませんでした。入学前不安だった思いもすぐ
に解消されました。もちろんそういう友だちばかりとは限りません。しかし、1 年 1
年学年が上がるごとに理解してくれる友だちが 1 人ずつでも増えていけば、それはと
ても貴重な学校生活になると思います。

● 6 年生になった 4 月、初めて同じクラスになった子たちが「なんでやらないの ? ど
う考えているの ?」など聞いてきたそうで、「事細かに聞かれたから、事細かに説明
してきたよ !」とうれしそうに帰ってきました。純粋に疑問として聞いてくれたそう
です。そしてわが子が、みんなと同じようにできないことについて、自分の気持ちな
どを伝えられるようになったことに驚きました。大きくなっても、そうやって伝えて
いけたらいいと思います。

● 1 年生の最初は「なんで小さいの？」「なんであんまり喋れないの？」「なんでご飯食
べられないの？」「なんで・・・」と聞かれることがたくさんあったり、びっくりし
て凝視されることもありましたが、それもすぐになくなっていきました。知らないの
はほかの子も同じ。それぞれお互いのことを知ることにより、「この子はこういう子だ」
と理解していると思います。日々一緒に生活することで、ぶつかったりすることもあ
ると思いますが、それもほかの子も同じですよね。今では、言葉が不明瞭な娘の言葉
を理解し通訳してくれたり、一緒に遊べるようにルールを考えてくれたり、周りの友
だちが一番の理解者になっていると思います。

保護者の体験談
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自分の校区にある学校に行かせたいけど、こんなことが心配

Q9. 自分の校区にある学校では、授業中などほったらかしにされない
でしょうか。

手が行き届かないことは、特別支援学校、自分の校区にある学校に関わらずあると思い
ます。ただ、自分の校区にある学校ではまわりにたくさんの友だちがいるので、誰かし
ら関わっていたり、先生の手が回らないときには友だちに頼んで助けてもらったり、お
願いしなくても友だちが気づいて手伝ってくれることもあります。

支援が必要なとき（行事など）が分かっている場合には、そのつど、先生と話し合いの
場を持つようにしましょう。不安があれば、その不安な思いを先生と共有し対話を重ね
ることが大切です。理解してもらうこと、信頼関係を築くこと、配慮もまずは人間関係
なので、すぐに完璧にはならないでしょうが、先生の思いと保護者の思いをすり合わせ
ることで、より良い学校生活になっていくと思います。
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Ⅰ .Q ＆ A

Q10. 私の子どもは、勝手に学校から抜け出すかもしれませんが、先
生方は気にかけてくれるのでしょうか。

事前に伝えておけば、必ず気にかけてくれますので、安心してください。学校は安全を
第一に考えていますので、子どもが勝手に学校を抜け出すことには、かなり気を配って
います。教室を抜け出してしまう場合にも、安全面の配慮から最大限注意を払ってくれ
ます。また、ほとんどの学校は門を施錠していたり、守衛の方がおられたりしますので、
事前に確認してみてください。
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自分の校区にある学校に行かせたいけど、こんなことが心配

Q11. 重い障害があっても、自分の校区にある学校に通うことはでき
ますか。

もちろん通うことができます。本人や保護者の希望する学校を選ぶことができ、子ども
の状態に応じて、看護師や介助支援員※ 6 などのサポートを受けることもできます。また、
学校環境も子どもが過ごしやすいように整えてもらうよう、事前に相談することができ
ます。本来なら学校を選択するのではなく、すべての子どもたちが自分の校区にある学
校に通うことが当たり前になればいいなと思います。

※ 6 介助支援員・・・( 西宮市ホームページから引用 )
西宮市の小中学校等で、校園長や特別支援教育コーディネーター、担任等の指導のもと、次に掲げる活動を行い
ます。( ア ) 障害等で特に支援の必要な児童生徒の生活介助、活動支援や安全確保等の補助活動　( イ ) 担任との
打合せ、会議の参加、教材作成補助、事務、研修　( ウ ) その他校園長が指示する業務

●私の子どもは、人工呼吸器をつけており、ひとりで動くこともできませんが、自分の
校区にある学校に通っています。医療的ケア※ 2 が必要ですので、看護師が常時つき
そって学校生活を送っています。学校の環境も必要な箇所を整えてくださり、比較的
快適な学校生活を送っています。（スロープの設置、休憩のためのベッドの設置、ベッ
ド周囲にカーテンの設置、教室に洗面台の設置、電源の設置など・・・）

●うちの子どもは重度の知的障害があり、胃ろうの医療的ケア※ 2 もありますが、必要
な時間だけ看護師にケアをしてもらい、自分の校区にある学校の通常学級で保護者の
つきそいもなく生活をしています。

【参考】
西宮市では「西宮市障害を理由とする差別の解消及び誰もが暮らしやすいまちづくりの推進に関する条例」が
2020 年 7 月 1 日に施行されました。
( 市の責務 ) 第５条の４
市は、西宮市立学校において、幼児、児童、生徒又は学生が、障害の特性に応じた教育を受けられるよう必要な
措置を講ずるとともに、これらの者が障害の有無にかかわらず、共に学ぶことができるよう必要な取組を行うも
のとする。

※ 2 医療的ケア・・・( 医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律、文部科学省「学校における医療的ケ
アの必要な児童生徒等への対応について」から引用 )
医療的ケアとは、人工呼吸器による呼吸管理、喀痰吸引その他の医療行為をいいます。一般的に学校や在宅等で
日常的に行われている、たんの吸引、経管栄養、気管切開部の衛生管理等の医療行為を指します。

併せて、「医療的ケア児およびその家族に対する支援に関する法律」（医療的ケア児支援法）が 2021 年 9 月 18
日に施行されました。この法律では、「医療的ケア児及びその家族に対する支援は、医療的ケア児の日常生活及
び社会生活を社会全体で支えることを旨として行われなければならない」などとする基本理念を規定し、さらに

保護者の体験談
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基本理念にのっとり、国・自治体、保育所・学校の設置者の責務や支援について定めています。都道府県知事の
指定等による「医療的ケア児支援センター」の設置についても盛り込んでいます。（web 医療と介護から引用）
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自分の校区にある学校に行かせたいけど、こんなことが心配

Q12. 特別支援学校のほうが先生も多いし、障害のある子どもに慣れ
ていて安心できると思うのですが。

確かに特別支援学校の方が自分の校区にある学校よりも、先生たちが支援の必要な子ど
もたちに慣れており、介助員など大人の手も多く手厚いかもしれません。しかし、特別
支援学校のすべての先生がどの障害に対しても対応できる方とは限りません。自分の校
区にある学校でも、その子どもにあった学校環境を作っていくことは可能です。また、
先生の手が足りない分、たくさんの友だちが助けてくれます。一緒に生活するうちに障
害のある子どもに対する理解も深まり、大人でも気づけないようなフォローをしてくれ
るようになることもあります。困ったときに、大人が間に入らず、子ども同士で何とか
やっていく姿はとても頼もしく、自分の校区にある学校の良さでもあると思います。ま
た、同年代のたくさんの友だちに囲まれて過ごす学校生活は、自分の校区にある学校で
しか経験することができません。

●一緒に過ごしていると、友だちはだんだんと子どものことを理解してくれるようにな
ります。次の動作に時間がかかるわが子は何をするにも遅れがちですが、誰もせかす
ことはなく、当たり前のように待ってくれています。そのことで帰る時間がいつもよ
り遅くなったり、遊ぶ時間が少なくなったりしても、一緒に過ごすことを優先してく
れています。荷物が重くて持てないときには何名かで分けて子どもの荷物を運んでく
れます。困ったときにはすぐに手を差し伸べてくれるのです。そんな子ども同士の自
然な光景を目にすると、本当にうれしくなります。ありのままの姿をそのまま受け入
れてくれていることに感動することが多いです。保護者の言っていることは全く聞か
ないのに、友だちの言うことは素直に聞けたり、子ども同士の力に驚かされます。

●支援なしで通常学級に通うわが子には、担任の先生しかいません。そのため、担任の
先生には、特性を細かく伝えるようにしています。先生が理解し、上手に対処してく
れているので、子どもたちはそれをまねして、小さな先生がたくさんいるような感じ
になりました。初めはおせっかいなほど手を出していましたが、「待ってあげるとで
きるんだよ」とせかさずじっと待ってくれたり、みんなが先に並んだら列に入りやす
いからと早く列を作ってくれたり、「これは苦手だと思うから、最初は見てて !」と言っ
てくれたり、先生も気づかないうちに配慮してくれているそうです。

●私の子どもは肢体不自由で医療的ケア※ 2 があります。私も入学前は特別支援学校の
方が手厚く、子どもへの負担も少ないのではないか、と学校選びを迷っていました。

保護者の体験談



22

Ⅰ .Q ＆ A

いろいろと考えた末、不安を残したまま自分の校区にある学校を選択したわけです
が、結果、自分の校区にある学校を選択して正解でした。医療的ケア※ 2 があるので
看護師が常についてくださってはいますが、人手が必要な場合は学校で人手を確保す
るよう動いてくださっていますし、ちょっとしたことであれば友だちが手伝ってくれ
ているようです。例えば、車いすが通る際に教室の扉を開け閉めしてくれたり、障害
物を避けてくれたり、ときには「そろそろお口の唾液吸引してあげた方がいいんじゃ
ないー？！」と看護師に教えてくれるそうです。最初はいろいろと不慣れな自分の校
区にある学校の環境かもしれませんが、先生たちとの対話を重ねて、その子その子に
合った環境にしていけばいいのだと思います。そして何より友だちの存在はとても大
きいと感じています。

※ 2 医療的ケア・・・( 医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律、文部科学省「学校における医療的ケ
アの必要な児童生徒等への対応について」から引用 )
医療的ケアとは、人工呼吸器による呼吸管理、喀痰吸引その他の医療行為をいいます。一般的に学校や在宅等で
日常的に行われている、たんの吸引、経管栄養、気管切開部の衛生管理等の医療行為を指します。

併せて、「医療的ケア児およびその家族に対する支援に関する法律」（医療的ケア児支援法）が 2021 年 9 月 18
日に施行されました。この法律では、「医療的ケア児及びその家族に対する支援は、医療的ケア児の日常生活及
び社会生活を社会全体で支えることを旨として行われなければならない」などとする基本理念を規定し、さらに
基本理念にのっとり、国・自治体、保育所・学校の設置者の責務や支援について定めています。都道府県知事の
指定等による「医療的ケア児支援センター」の設置についても盛り込んでいます。（web 医療と介護から引用）
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Q13. 車いす使用者ですが、学校にエレベーターなどの設備が整って
いません。これでは自分の校区にある学校での生活は無理だと
思ったのですが。

できるだけ早めに学校や教育委員会に相談してください。学校は、どうしたら車いすで
学校生活を送れるか、一緒に考え、必要な合理的配慮※ 5 をしてくれます。すぐにエレベー
ターはつけられなくても、つけるよう動いてくれたり、介助する人材を派遣したり、教
室を 1 階にしたり、できることはたくさんあります。あきらめる前に相談してみてくだ
さい。相談することで、後輩たちにも過ごしやすい学校になっていくと思います。

※ 5 合理的配慮・・・( 内閣府「障害を理由とする差別の解消の推進に関する基本方針」および「西宮市障害を理由
とする差別の解消及び誰もが暮らしやすいまちづくりの推進に関する条例【解説】」参照 )

「障害を理由とする差別とは、障害を理由として、商品やサービスの提供を拒否したり、制限したり、条件をつ
けたりするような行為（不当な差別的取扱い）をいいます。
また、障害のある人が何らかの配慮を求めても、大きな負担とならないにもかかわらず、合理的な配慮を行わな
いこと（合理的配慮の不提供）も、差別にあたります。
障害のある人の中には意思表示をすることが難しい人もいるため、家族などが本人の意思を代弁した場合や、困っ
ていることが客観的に明らかな場合も合理的配慮を提供する必要があります。」
合理的配慮とは、障害のある人もその人らしく生きていくための、理にかなった工夫の積み重ねを続けていくこ
とと考えてよいでしょう。本来、学校こそが、障害のある人からの合理的配慮の申し入れを待つという受け身的
姿勢ではなく、学校から積極的に合理的配慮の提案をしていくべきものであると考えます。
学校にいろいろな配慮をお願いしていくことは、遠慮がちになりますが、他の子どもたちにとっても学びやすく
するための環境整備を進めていくことになります。遠慮することなく合理的配慮をお願いしましょう。

●私の息子は車いすユーザーです。学校は古くエレベーターのない校舎がありますが、
その校舎の 2 階に上がる場合には、先生たちが車いすを抱えてくれます。また、息子
の教室は 1 階にしてくれていて、問題なく過ごせています。

●通っている学校では校舎にはエレベーターがありますが、体育館にはありません。体
育館の上にはプールがあるので、エレベーターの必要性を感じています。すぐに設置
してもらえなくても、あきらめずに申し入れしていく必要があると思っています。

●うちの学校でも、車いすの子がいる学年はエレベーターのある棟に教室が配置されて
います。エレベーターのない棟もありますが、元々配慮が必要なかった通常学級の子
どもが骨折したときに大変不自由な思いをしたこともあり、エレベーターの増設を学
校、先生、保護者、PTA、地域の方などと一緒に要望し続けています。

保護者の体験談
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Q14. トイレが自分でできないのですが、トイレ介助もしてもらえる
のでしょうか。

事前にトイレ介助が必要であることを伝えて、どういうサポートが必要か相談しましょ
う。先生は手を貸してくれますし、介助に必要な人員配置を考えてもらえることもあり
ます。

●うちの子はひとりで便座に座ることができないため、入学前から排便は手伝ってほし
いと伝えていました。トイレ介助があるので、力のある男性の担任の先生をつけても
らうことができました。

●うちの子は通常学級に在籍していますが、おむつで入学し、小学 4 年生の現在、トイ
レトレーニングをしています。おむつは基本的には学校協力員※ 7 や看護師が交換し、
不在の場合には担任の先生や友だちが自ら交換してくれることもあります。先生や学
校協力員、友だちがトイレに誘ってくれることで、トイレで排泄できる機会も増えて
きました。

※ 7 学校協力員・・・( 学校協力員募集案内から引用 )
西宮市立の小学校、中学校において、障害等により特に教育的配慮の必要な児童・生徒への支援等の活動を行う
ものです。

保護者の体験談
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Q15. ひとりで集団登校に参加するのは無理で、登下校に付き添いが
必要です。特別支援学校の送迎バス停留所は家のすぐ近くです
が、自分の校区にある小学校までは遠く、保護者が送り迎えす
るのは難しい状態です。自分の校区にある学校に通うのは無理
でしょうか。

あきらめる前に、通学できる方法を考えましょう。集団登校がある地域であれば、同じ
登校班の方に相談してみましょう。初めはどうしていいかわからず、無理と言われてし
まうかもしれませんが、一緒に集団登校するうちに、子どもも当番の保護者も理解し手
伝ってくれるようになり、保護者の付き添いがなくても集団登校ができることもありま
す。

相談支援専門員※ 1、ボランティアセンター、民生委員、近所のお母さんなど、あらゆる
方に相談してサポートしてもらいましょう。有償でファミリーサポートセンター※ 8 を
利用することもできます。また、下校時であれば、留守家庭児童育成センター※ 9 もあ
りますので、検討してみてください。

※ 1 相談支援専門員・・・( 西宮市相談支援の手引きから、一部引用 )
子どもが障害福祉サービスや障害児通所支援、放課後等デイサービスなどを利用する場合、障害児計画相談の本
人中心支援計画を立てることになっています。その計画を一緒に立ててくれるのが、障害児相談支援事業所にい
る相談支援専門員です。

障害児相談支援事業所一覧は以下のリンクから検索できます。
http://momo.nishi.or.jp/kaigo/ ⇒「介護・障害福祉サービス事業所一覧の閲覧」をクリック⇒「障害児相談支援」
に✓を入れ「検索」

※ 8 ファミリーサポートセンター・・・( 西宮市ホームページから引用 )
地域の中で子供を預け、預かりあい、地域ぐるみの子育て支援を目指すものです。「子育ての援助をしてほしい
人（依頼会員）」と「子育ての援助をしたい人（提供会員）」が会員となって、依頼・提供・両方会員のいずれか
に登録し、お互いが助け合いながら、地域の中で育児の援助活動を行なう、会員制の組織です。

※ 9 留守家庭児童育成センター・・・( 西宮市ホームページから引用 )
留守家庭児童育成センターは就労等により昼間、家庭に保護者がいない小学校 1 ～ 3 年生（障害のある児童は
6 年生まで、また、市が指定する育成センターは 4 年生まで）の児童に、放課後や夏休み等の長期休業期間中、
適切な遊び及び生活の場を提供し、健全な育成を図るため市が設置している施設です。

●うちの子どもも、入学当初は「うちの班に障害のある子がいたことがないし、一緒に
登校はできない」と言われましたが、子どもの特性を伝え、初めは保護者が付き添い
みんなに顔を覚えてもらい、もしものときには私にすぐに電話してもらえるよう連絡

保護者の体験談
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先を班の方々と交換しておくことで、だんだん馴染んで、小さなパニック程度ならみ
なさん上手に対処してくれるようになり、電話がかかってくることもなくなりました。
近所の方に理解してもらえたということも、今では大きなメリットになりました。
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自分の校区にある学校に行かせたいけど、こんなことが心配

Q16. 自分の校区の学校に子どもを通わせたいけど、重度の身体的障
害があり体力的に不安があるのですが、大丈夫でしょうか。

●私の子どもも重度の身体障害があります。体力的に不安でしたが、子どもの体調に合
わせて登校の時間や教室の出入りなども自由にさせてもらってますし、行事も子ども
に合わせた内容にしてもらってます。学校側と対話をくり返し、学校の流れに合わせ
るのではなく、その子にあった環境を作っていけばいいのだと思います。

●自分の校区の学校に行くから、すべてみんなと同じようにしなければいけない、とい
うことはありません。もちろん自分のペースで通うことができます。娘は通常学級に
在籍していますが、心臓疾患があるためしんどくなることもあるので、休憩できる部
屋を用意してもらっており、必要なときにはそこで休むこともあります。また、授業
に集中できないときは、散歩に出かけたり、ほかの部屋で集中することもあります。
みんなに合わせる、ということではなく、今の本人の状況で、一緒に学校生活を送る
にはどんな工夫をすればいいかを、先生と一緒に考えています。

●息子には身体的な障害はありませんが、入学当初は学校生活になじめず精神的にしん
どいことが多く、パニックを起こしたり、廊下や教室の床に寝転がってしまったりと
いうこともありました。そこで学校は、クールダウンルームを 1 年生の教室近くに作っ
てくれました。息子は、休める部屋があるという安心感だけで落ち着いたために利用
したことはなかったようですが、障害のない子でも疲れてしまう子は 1 年生にはたく
さんいて、そういう子が利用していたので無駄にはならなかったと聞きました。

保護者の体験談
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Q17. 周りの子どもにいろいろと迷惑をかけないかと心配なのですが。

迷惑はかけると思います。でも、友だちはそれを迷惑だと思っていないことが多いです。
障害があってもなくても、友だちというのは、お互い迷惑をかけながら一緒に育つもの
だと思います。周囲の子どもたちは、だんだんと気持ちを理解し、上手な声かけをして
くれたりします。

みんなそれぞれ違って当たり前。困ったことがあっても、一緒にいると、ともに考えて
乗り越えていってくれます。

ありのままを友だちや保護者に理解してもらえばいいのでは？なぜそういう行動に出る
のか、こういうときは○○だから、と発しているサインを友だちが理解して関わってく
れるようになれば、「迷惑」とは思わないのではないでしょうか？

●嫌なときは嫌だと言ってくれるし、「今日はしんどいのかな？」と気にかけてくれる
ことも多いです。「お互いさまだよ」と言ってくれるので、気にしすぎる必要はない
と思います。保護者の方も温かく見守ってくれ、ありのままの娘を受け入れて、声を
かけてくれる人が多いです。

●低学年のとき、水道で遊びだして、止めようとした子たちに水をかけてしまったこと
がありました。でも、水をかけられた子のひとりが、「意地悪でしたんじゃないよ。
どうしても暑くて、水を見たら我慢できなかっただけなんだよ。」と、彼の気持ちを
代弁してくれました。

●困った行動があっても「それが○○くん。そのままでいいんだよ。」と認めてくれる
ことがありました。みんな迷惑をかけながら、いろいろなことに向き合ってともに成
長していくのだと思います。

みんなと一緒に生活できる？

保護者の体験談
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みんなと一緒に生活できる？

Q18. 他の子どもの保護者から自分の子どもに対するクレームが出な
いでしょうか。

クレームが出ないとは言い切れませんが、それはどの環境にいても同じだと思います。
逆にあたたかい声をかけてくれる方もおられます。一生懸命がんばっている姿を見て、
認めてくれたり、応援してくれる保護者も多いです。友だちの保護者からのクレームの
ことまで考えていたら、しんどいだけです。子どものことを一番に考えてあげてくださ
い。

機会があれば、特性を伝え、保護者にも理解してもらえるように動いてみるといいと思
います。あくまでも「機会があれば」ですよ。

●これまで一度もクレームはありません。温かく見守ってくれる方が多く、参観日に声
をかけてくれて「うちの子がこう言ってたよ」と素敵な話を聞かせてくれたり、個人
懇談で担任の先生に報告してくれたり、行事の感想で書いてくれたり、たくさんのう
れしい言葉をもらっています。

●自分の子どもから「あいつは自由だ」と聞いていたという方に、自閉スペクトラム症
であることを伝える機会がありました。とっても腑に落ちたと、そして自由に過ごせ
る環境を自分の子どものクラスが作れていることを誇りに思うと言ってくれました。
みんなと同じことができているのを見て、「がんばってるね！」と声をかけてくれる
人もたくさんいます。

●「子どもが家で○○くんの話をしてるよ」「運動会、がんばってたね！」など、道を
歩いていると声をかけてくれる保護者もいます。このまちで生活する良さを実感しま
す。

●学校がしんどい状況にある ( なかなか授業が成立しない、子どもたちがいうことを聞
かない ) とき、保護者の方は学校の教育体制そのものにクレームを言ってこられるこ
とがあります。でも、私は今まで、障害のある子どもがクラスにいるからとクレーム
を受けたことはありません。むしろ、障害のある子どもがいることで、担任以外の大

教師の体験談

保護者の体験談
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人もクラスに入り、より多くの大人の目で子どもたちをみることができるので、一緒
に過ごせてよかったとの意見のほうが多いです。

●嫌なことや何か訴えたいことがあると、近くにいる友だちをひっかく子どもを担任し
たことがあります。教師は兆候を察知すると止めに入りますが、タッチの差で間に合
わないこともありました。ひっかかれたり、深いひっかき傷が残った子どもの保護者
たちからクレームが出ました。ひっかくきっかけや理由は必ずあるはずでしたが、はっ
きりと突き止めることができず、ひっかかれた子どもを納得させられないまま、下校
させていたからです。結局、私はその子どもを理解できないまま、クレームに対して
きちんと対処できず、原因を「障害」のせいのみにしてしまった苦い経験があります。
まず、教師が障害のある子どもを知り、他の子どもや保護者に理解を求める努力が、
どの子どもも安心して学校にいるためには大切なのです。ほとんどのクレームが学校
や教師の対応が原因だと私は思います。
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みんなと一緒に生活できる？

Q19. 私の子どもがいじめられるのではないかと心配なのですが。

いじめられるのではないかと心配、いじめられているのではと不安に思ったら、すぐに
学校や担任の先生に相談しましょう。それは、障害のない子でも同じです。子どもの特
性をしっかりと伝え、周囲にも理解してもらえるようにすれば、どうしても目立ち、先
生の目もある障害のある子は、むしろ障害のない子よりもいじめられにくいように思い
ます。 

障害があるからいじめられるとは限りませんが、からかってくる子はいると思います（か
らかいも障害に限らず子どもたちの間ではよくあることだと思います）。そこからいじ
めに発展してしまうことはあるかもしれませんので、アンテナを張って早い段階で気づ
いてあげることが大事だと思います。 

自分の校区にある学校へ行く最大のメリットは、理解者が増えていくことだと思います。
いじめやトラブルがあったときこそ、理解者を増やしていくチャンスになりますから、
勇気をもって前に進んでほしいと思います。

●入学当初、息子に「足が悪いん？何か困ったことがあったら言ってな。」と声をかけ
てくれた子がいました。子どもは思ったことをそのまま口にするので、その言葉を聞
いて傷つくこともありますが、先生の力を借りてみんなに話してもらい、理解しても
らえるようにしています。理解してもらえば、いじめられるより、助けてくれる子ど
もの方が多いです。ひとりでできないことは誰かに助けてもらえるように、子ども自
身がお願いできる力をつけることも大切です。

●とても身体の小さいうちの子は、いじめの対象になりにくい気がします。学年の子、
お姉ちゃんの学年の子からは、とてもかわいがってもらっています。ただ、下校時に、
下の学年の子に馬鹿にされたり、「障害児」と呼ばれたりなどは経験があります。そ
のときはいつも周りにいる友だちが助けてくれます。あとは、特定の子から、ストレ
ス発散のターゲットとなったこともありましたが、周りにいる友だちが助けてくれた
り、報告してくれたりして、大きなことになる前に解決しました。友だちが周りにい
るので、何かあっても、早い段階で「今、何かが起きているのでは」と察知ができる
気がしています。ほかの子と同じように、いろいろなことを経験しながら成長してい
くんだろうなと思っています。

保護者の体験談



コラム① 学校の先生より

重度の自閉症の 小学校５年生Ｂさん　
バスケットボールの対抗試合にて

Ｂさんは、集団に参加することが苦手です。5 年生では、隣の小学校とバスケッ
トボールの対抗試合があります。みんな勝ちたいという気持ちが強い反面、Ｂ
さんと一緒に参加したいとも思っています。しかし、Ｂさんは試合のことや勝
ち負けのことを考えることができません。私は子どもたちに「どうしたら、Ｂ
さんも一緒に参加できるかな？」と投げかけました。すると、子どもたちの中
から、「Ｂさんは、毎回ボールをコート内に入れるスローインする役割をした
らどう？」と提案がありました。本人とお母さんに確認したら「それでいい」
との返事。すぐ、クラスの子どもたちに報告し、朝休み、業間休み、昼休みと
もＢさんを入れて練習をおこないました。
　Ｂさんは試合中スローインだけではなく、ジャンプボールや相手がゴールし
た後のボール出しも仲間が「Ｂさんがやったらいい」とゆずってくれました。
そのことが良かったのか、子どもたちの中に「Ｂさんも一緒に試合に参加する」
という意識ができました。工夫しだいで障害のある子もない子も一緒に活動で
きるということを、自ら証明してくれたように感じました。
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●私は自分の校区にある学校に通っていて、からかわれたり、障害の特性をまねされた
りしていました。その原因としては、私が特別支援学級に入っていて、ほとんど通常
学級で過ごしていなかったため友だちができず、お互いのことをよく理解できなかっ
たことがあると思います。分けられた特別支援学級などではなく通常学級でともに
ずっと過ごすことで、自然とお互いのことを理解でき、たとえいじめられてもフォロー
し合える関係性ができると思います。友だちと一緒に学び、遊び、ときにはけんかす
ることで、つらいことがあっても仲間で解決でき、成長できると思います。

障害当事者の体験談
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みんなと一緒に生活できる？

Q20. 同じ学校に通っているきょうだいが、いじめられないでしょうか。

きょうだいがいじめられたという話は今まで聞いたことはありません。むしろ、きょう
だいが一緒の学校に通えることを楽しみにしているという話をよく耳にします。

きょうだいが恥ずかしいと思っていなければ大丈夫だと思います。

保護者の意識の中にわが子を「かわいそう」とか「恥ずかしい」などという感情がある
と、その気持ちを察知して、きょうだいらも（本人も）同じように卑屈になってしまい
ます。そうすると、相手が本気でからかっていない場合でも、ちょっとした言葉に傷つ
いてしまうかもしれません。

保護者が、障害があってもこの子は大事なうちの子ということをしっかり心の中に持ち、
そのことを周囲にも示しておけば、きょうだいも、周囲の子たちも、その思いを感じて、
からかったりいじめたりということはないだろうと思います。

●うちの子どもたちの場合、きょうだいがいじめられることはありません。むしろ、お
姉ちゃんの友だちからは「いいなぁ～。あんな妹がほしいなぁ。」と言われることも
あります。娘はちょっとした有名人で、お姉ちゃんの学年の子からもかわいがっても
らっていて、廊下ですれ違ったら声をかけてくれたり、運動会のときは応援してくれ
たりします。放課後一緒に遊んだりしているので、娘もお姉ちゃんの友だちの名前を
覚えていて、楽しそうです。

●自閉スペクトラム症の兄は学年中で顔が知られているので、３学年下の妹は、兄の学
年の子たちからよく声をかけてもらい、可愛がってもらっています。妹は、兄の行動
や兄のクラスメイトのしてくれることを見ていて、私に伝えてくれたりするので、私
も子どもたちの様子がわかり、とても助かっています。

保護者の体験談
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Q21. 重度の知的障害があっても、友だちができますか。

友だちはできます。初めはお互い戸惑うこともあると思いますが、先生や介助支援員※ 6、
学校協力員※ 7 などが子どもたちを繋いだり、見守ったりするなかで、子どもたちはそ
の関わり方を見て学び、子どもたちなりに障害を理解し、接してくれるようになります。
毎日一緒に過ごすことで、どんな障害があっても、ひとりのクラスメイトとして対等の
立場となり、たとえその子が言葉を話せなかったり、興味がなさそうであっても、周り
の友だちから積極的に関わろうとしてくれます。ほかの子と同じように、その子のクラ
ス内での存在自体が大切なものとなり、互いに支え合う空気がひろがり、自然と友だち
になっていきます。
ただ、やはり関わる大人がどんな風に子どもたちを繋ぐか、どんな雰囲気を学校内に作
るかで環境は変わってきますので、気になることがある場合は、担任の先生との話し合
いが必要になるでしょう。また、子どもたちは、クラスメイトとしての関係を構築して
いきますので、周りにいる大人がそれを邪魔することのないようにする必要もあります。
子どもたちの自然な関わりを大切にできるようにしていきたいですね。

※ 6 介助支援員・・・( 西宮市ホームページから引用 )
西宮市の小中学校等で、校園長や特別支援教育コーディネーター、担任等の指導のもと、次に掲げる活動を行い
ます。( ア ) 障害等で特に支援の必要な児童生徒の生活介助、活動支援や安全確保等の補助活動　( イ ) 担任との
打合せ、会議の参加、教材作成補助、事務、研修　( ウ ) その他校園長が指示する業務

※ 7 学校協力員・・・( 学校協力員募集案内から引用 )
西宮市立の小学校、中学校において、障害等により特に教育的配慮の必要な児童・生徒への支援等の活動を行う
ものです。

●私の子どもは重度の知的障害があり、コミュニケーションをとるのも難しい状態です
が、友だちはそのことを理解してくれ、首を動かしたり、目を動かしたり、口を動か
すそぶりで、反応を読み取ろうとしてくれます。休み時間にはいつも友だちに囲まれ、
特別支援学級の教室にいるときも休み時間になると遊びに来てくれたりしているよう
です。

●うちの娘は、重度の知的障害と分類されていますが、小学校 1 年生のときから、友だ
ちはたくさんいます。小学校 5 年生の今、学校では、もうどこにいるかわからないく
らいだし、放課後、友だちと公園に行ったり、友だちの家に遊びに行ったりしていま
す。友だちは、できないことは支援をしてくれるし、できるのにやらないことに対し
ては、注意をしたり、やる気にさせたり、上からではなく、同じ目線で付き合ってく
れます。そんな環境なので、学校はいつも楽しいと言い、会話の中で「友だち」とい
う単語がよく出てくるようになりました。

保護者の体験談



35

みんなと一緒に生活できる？

自分で書くことはできませんが、友
だちや先生が本人に聞き取って書く
のを手伝ってくれた詩です。本人は
色を塗って。友だちといるといい笑
顔です。
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Q22. 学校で、障害のない子の保護者ともうまくつきあっていけるの
でしょうか。

保護者の中にもいろいろな方がおられると思いますが、大半の方は、こちらが意識して
いるほど特別視していないと思うのでそこまで心配する必要はないと思います。PTA 活
動や学校でのボランティア活動に参加すると保護者の中に知り合いや友だちができるこ
ともあります。

ほとんどの保護者は、自分の子どもとトラブルが起こらない限り、あまり子どもの障害
を気にすることはないように思います。一見わかりにくい子どもの障害については説明
する必要があるときもありますが、あとは普通の保護者同士として過ごしていけると思
います。PTA が負担になるときは、できない理由を話すより「こんなことならできるん
だけれど」とできる範囲を説明すると、周囲の理解が得やすいです。できることをがん
ばっていけばいいと思います。

●幼稚園のときからの友だちの保護者の方たちは、参観日などで出会ったときなどいまだ
に声をかけてくれたり、立ち話したり、本当に普通です。こちらが変に意識している
と相手もそれを感じとってしまうかもしれませんし、自然体でいたらいいと思います。

●いろいろな保護者がいらっしゃるのですが、多くの方は、好意的に見守ってくださっ
ていると思います。障害があることで、子どもたちが家に帰って娘の様子を家族に話
してくれ、保護者の方にお会いすると、「うちの子がこう言ってたよ～」と親しく話
しかけてくださる方がたくさんいます。娘は、地域のいろいろな方に見守られながら
成長していっていると感じます。その中で、数人、登校の付き添いを手伝ってくれた
り、用事のときに家で預かってくれたり、悩みを一緒に考えてくれたりするような付
き合いも始まっています。

●いろいろな考え方の保護者がいるとは思いますが、子どもに障害があるからといって何
か言ってくるような方はいません。逆に保護者の方から優しく声をかけてもらったり、
いろいろなことを気づかってくれます。本当に心強い存在です。
幼稚園とは違って、小学校は保護者同士が会えることが少ないので、1 年生のときに
PTA 委員をしました。たくさんの保護者と知り合いになり、学校のことなどいろいろと
教えていただきました。また、同じマンションにも知り合いができました。
遠慮することなく接することで、保護者同士もよい人間関係が築けていけると思います。

保護者の体験談
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学校と相談していく中で、気になること

Q23. 障害から生じるさまざまなニーズに対して、どんな配慮が受け
られますか。

肢体不自由、難聴、視覚障害の子どもが複数名いる学校には介助支援員※ 6 が配属され
ることもあります。危険が高まる体育の授業や教室移動、校外学習など、支援が必要な
場面でサポートを受けることができます。

※ 6 介助支援員・・・( 西宮市ホームページから引用 )
西宮市の小中学校等で、校園長や特別支援教育コーディネーター、担任等の指導のもと、次に掲げる活動を行い
ます。( ア ) 障害等で特に支援の必要な児童生徒の生活介助、活動支援や安全確保等の補助活動　( イ ) 担任との
打合せ、会議の参加、教材作成補助、事務、研修　( ウ ) その他校園長が指示する業務

どんな配慮が必要か、学校とよく話し合いましょう。同じ障害名でも子どもはひとりひ
とり違うし、本人や保護者の願いもひとりひとり違います。先生が良かれと思ってして
くださる配慮でも、本人や保護者の思いとは違う場合もあります。思ったとおりの配慮
ではなくても、よく話し合ってみたら保護者も納得できる内容なこともあるので、遠慮
はせずに気持ちを伝えて、学校と保護者との考えをすり合わせていくことが大切だと思
います。

障害者差別解消法※ 4 や「西宮市障害を理由とする差別の解消及び誰もが暮らしやすい
まちづくりの推進に関する条例」※ 10 にあるように、学校にはさまざまなニーズに対し
て、どのような配慮ができるのかを話し合い、一緒に考え、調整をする義務があるので、
遠慮なくニーズを伝えてください。どんな配慮が必要なのか、どんな配慮ができるのか、
たくさん話をして相談しながら、より良い対応を見つけていってください。
西宮では、自分の校区にある学校でも、さまざまな配慮をしています。例えば、支援が
必要な子に対しては介助支援員※ 6 を配置する場合もありますし、学校協力員※ 7 がつい
ている子もいます。医療的ケア※ 2 がある子に対しては看護師を配置し、口腔や気管切
開からの吸引、胃ろうや経鼻チューブからの注入などを行っています。その他、それぞ
れの細かいニーズに関しても、各学校で工夫しながら、その子がその子らしくみんなと
一緒に学校生活を送れるようにしています。
配慮が足りない、思っていたのと違うなどあれば学校と対話をし、それでも過不足があ
る場合でひとりで困っているときは、相談支援専門員※ 1 やインクルネット西宮、その
他信頼できる人たちに早めに相談してください。

学校と相談していく中で、気になること
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※ 4 障害者差別解消法・・・( 内閣府ホームページから引用 )
国連の「障害者の権利に関する条約」の締結に向けた国内法制度の整備の一環として、全ての国民が、障害の有
無によって分け隔てられることなく、相互に人格と個性を尊重し合いながら共生する社会の実現に向け、障害を
理由とする差別の解消を推進することを目的として、平成 25 年 6 月、「障害を理由とする差別の解消の推進に
関する法律」（いわゆる「障害者差別解消法」）が制定され、平成 28 年 4 月 1 日から施行されました。

※ 10 西宮市障害を理由とする差別の解消及び誰もが暮らしやすいまちづくりの推進に関する条
例・・・( 西宮市ホームページから引用 )
2020 年 7 月 1 日に施行され、( 市の責務 ) 第５条の４には、「市は、西宮市立学校において、
幼児、児童、生徒又は学生が、障害の特性に応じた教育を受けられるよう必要な措置を講ず
るとともに、これらの者が障害の有無にかかわらず、共に学ぶことができるよう必要な取組
を行うものとする。」とあります。

※ 7 学校協力員・・・( 学校協力員募集案内から引用 )
西宮市立の小学校、中学校において、障害等により特に教育的配慮の必要な児童・生徒への支援等の活動を行う
ものです。

※ 2 医療的ケア・・・( 医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律、文部科学省「学校における医療的ケ
アの必要な児童生徒等への対応について」から引用 )
医療的ケアとは、人工呼吸器による呼吸管理、喀痰吸引その他の医療行為をいいます。一般的に学校や在宅等で
日常的に行われている、たんの吸引、経管栄養、気管切開部の衛生管理等の医療行為を指します。

併せて、「医療的ケア児およびその家族に対する支援に関する法律」（医療的ケア児支援法）が 2021 年 9 月 18
日に施行されました。この法律では、「医療的ケア児及びその家族に対する支援は、医療的ケア児の日常生活及
び社会生活を社会全体で支えることを旨として行われなければならない」などとする基本理念を規定し、さらに
基本理念にのっとり、国・自治体、保育所・学校の設置者の責務や支援について定めています。都道府県知事の
指定等による「医療的ケア児支援センター」の設置についても盛り込んでいます。（web 医療と介護から引用）

※ 1 相談支援専門員・・・( 西宮市相談支援の手引きから、一部引用 )
子どもが障害福祉サービスや障害児通所支援、放課後等デイサービスなどを利用する場合、障害児計画相談の本
人中心支援計画を立てることになっています。その計画を一緒に立ててくれるのが、障害児相談支援事業所にい
る相談支援専門員です。

障害児相談支援事業所一覧は以下のリンクから検索できます。
http://momo.nishi.or.jp/kaigo/ ⇒「介護・障害福祉サービス事業所一覧の閲覧」をクリック⇒「障害児相談支援」
に✓を入れ「検索」

●重度の知的障害がある息子は、学校協力員※ 7 に日々支援をしてもらっています。学
校協力員は研修などもないし、こちらの意図が伝わらず、手取り足取りべったりになっ
てしまったり、最初はうまくいかないこともあったけど、こちらの思いや具体的な方
法を共有することで「子どもたちとの橋渡し」という重要な役割を担ってくれていま
す。例えば、学校協力員が言葉のしゃべれない息子の近くにいると、子どもたちは学
校協力員に声をかけてしまうため、できるだけ息子から離れるようにしたり、「○○
( 息子 ) に聞いてみてね」と子どもたちに声をかけ、関係づくりをしてくれています。
また、入学時オムツを着用していた息子は、排泄自立を目指して多目的トイレで学校
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協力員が定時排泄を行っていましたが、あるとき学校協力員が友だちに声をかけてう
ちの子を一緒に男子トイレに誘ってもらったところ、それ以降トイレで排泄できるよ
うになりました。

※ 7 学校協力員・・・( 学校協力員募集案内から引用 )
西宮市立の小学校、中学校において、障害等により特に教育的配慮の必要な児童・生徒への支援等の活動を行う
ものです。

●発達障害の子に対しては、教室に暗くて囲まれた場所を作り、しんどくなったらそこ
に入り、落ち着く時間を設けたりしています。

●背が低いうちの子のために、用務員さんが、いすに座ったときに足を置く台やトイレ
にのぼる台など、必要な場所に足台を作ってくれています。

●呼吸器疾患や心臓疾患のあるうちの子は、しんどくなったときに休めるように、教室
や保健室とは別の休養スペースを準備してもらっています。

●肢体不自由で移動など全介助が必要です。ずっとバギーに座りっぱなしはつらいので
特別支援学級の部屋にベッドを設置してもらいました。また、おむつ交換などもある
のでベッド周囲にカーテンを設置してもらいました。教室の入り口などにスロープを
設置してもらいました。エレベーターのない校舎では、２階の教室に行く際、先生方
がバギーを抱えて運んでくれます。

●中学校の制服で、革のベルトがしんどいので GI ベルト ( ガチャベルト ) を許可して
もらえました。学校指定の通学靴と上靴が紐靴なことにも本人が抵抗を示したので、
ゴム製の結ばない紐に変えることができました。

●学習障害（LD）で漢字を書くのが苦手なため、テストなどではひらがなで書いても
正答としてもらっています。また、板書をカメラで撮影し、プリントアウトしてノー
トに貼ることで、ノート点をつけてもらえています。中学校では、その作業をすべて
自分ですることも勉強として指導されていて、自分の力でできることをがんばり認め
てもらえることで、学習意欲が高まってきているようです。

【参考】
学習障害（LD）・・・( 文部科学省 平成 11 年 7 月「学習障害児に対する指導について（報告）」より抜粋 )
学習障害とは、基本的には全般的な知的発達に遅れはないが、聞く、話す、読む、書く、計算する又は推論する
能力のうち特定のものの習得と使用に著しい困難を示す様々な状態を指すものです。
その原因として、中枢神経系に何らかの機能障害があると推定されますが、視覚障害、聴覚障害、知的障害、情
緒障害などの障害や、環境的な要因が直接の原因となるものではありません。
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●通常学級在籍ですが、自閉スペクトラム症で初めてのことが苦手なため、事前に苦手
なことがわかっているときには補助の先生がついてくれたり、早い時期から映像など
を使って詳しく説明してくれたり、工夫してくれています。

●わが子は体幹が弱く疲れやすいため、学校内で疲れたときには休めるよう担任の先生
にお願いしています。また、聴覚過敏があり、避難訓練でのサイレン音など、事前に
予測できる音に関しては、直前に伝えていただくようにしています。

●うちの子は、食事や水分を胃ろうから摂っていますが、定期的に教育委員会が契約し
た看護師さんが学校を訪問し、注入してくれています。

●うちの子は体温の調節ができにくいので、夏の期間、教室は冷房を少し強めにしても
らったり、体育の後はアイスノンで冷却したり、冷房を効かせた別の部屋で横になっ
たりしています。水泳は、様子を観察する大人をそばに配置したり、様子を見ながら
早めに上がって温水シャワーを浴びたりしています。体育会のときも、冷房を効かせ
た部屋を用意してもらい、休憩できる時間はそこで休んだりしています。

●娘は電動車いすで登校していますが、学校のそばの歩道に上がるところの段が高く、
いつも車輪が引っ掛かり苦労をしていました。学校に相談したところ、市の関係部署
に教育委員会を通じ連絡をしてくれ、バリアフリー化されました。
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Q24. 自分の校区にある小学校の校長先生と話をしたら、拒否されて
いる感じでした。やはり、行かせるのはやめておこうかと考え
ているのですが。

残念ですがそういった事はよく聞かれる話で、毎年のようにつらい思いをされている保
護者の方がおられます。心が折れそうになる気持ちは重々わかります。しかし、そこで
あきらめるのはもったいないです。ぜひ、学校とだけではなく、教育委員会とも話し合
いを重ねていって、子どもの明るい学校生活、未来のために、ぜひともその壁を乗り越
えてほしいと思います。

なかなか大歓迎とはいかないと思いますが、あきらめずに子どもの特性を説明し理解を
求めていけば、変わっていくと思います。将来の希望や自分の校区にある学校に行きた
いと思う理由など、保護者の思いもはっきりと伝え、一緒に子どもを育てていく同志と
なってもらいましょう。

障害があっても、このまちの一員。すべての子どもに自分の校区にある小学校へ通う権
利があります。西宮では本人や保護者の意向を最大限尊重しつつ、教育委員会との合意
形成のもと、就学先を決定していく仕組みになっていますので、まずは教育委員会に相
談してください。ただ、まだまだ西宮では、障害があれば別の場所で、という考えが多
く、拒否されている感じを受けることもあると思います。学校や教育委員会との話し合
いで、しんどくなってしまったときは、同じ想いをした先輩がたくさんいる、インクル
ネット西宮にもぜひ相談してください。
そして自分の校区にある小学校への入学をあきらめないでください。
	

●学校見学・校長面談をしたとき、明らかに拒否はされていないけど、歓迎もされてい
ないな・・・という印象で少し落ち込んだ記憶があります。もともと特別支援学校か
自分の校区にある学校かで悩んでおり、「特別支援学校に決めてしまえばこんな気持
ちにもならなくて済む・・・」と何度も心が折れそうになりましたが、「挑戦せずに
後悔するより、挑戦して後悔する方がいい。ダメだったら特別支援学校に転校もでき
る！」そう思うようになってからは心が少し楽になって、無事入学することができ楽
しく充実した学校生活を送っています。あきらめずに挑戦して良かったと思います。

●うちの子の場合も、最初に校長先生とお話ししたときは、すごく拒否されているなと
いう印象を受け、とても悲しくなりました。しかし、教育委員会と相談を続け、教育
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委員会からも学校と話をしてもらい、最終的には OK となりました。一度受け入れる
と決めた学校は、どうしたら娘がみんなと一緒に学校生活を送ることができるかを、
一緒に考えてくれる体制になりました。その校長先生は、入学時に異動となり違う校
長先生になりましたが、とてもすてきな学校生活を送れています。校長先生は数年で
異動になりますし、そのときの校長先生の態度だけで、あきらめなくてよかったと思っ
ています。

新聞係になった時のこと。友だちの提案で、〇〇ちゃんのことをみんなに知っ
てもらおうと、係の友だちと一緒に作成した新聞です。
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Q25. 入学前、子どもに必要な配慮を学校にお願いに行きたいのです
が、どうすればいいのでしょうか。

学校の環境面を変える必要がある場合は、すぐに対応できない場合が多いため、できる
だけ早めに相談してください。早めに相談することで、予算も立てやすくなり、人の配
置も考えやすくなると思います。また、学校側もどういう子が入学してくるのか心づも
りができると思います。

就学相談※ 11 が 5 月からスタートしますが、その前に学校見学も兼ねて、校長先生に会っ
ておくと安心だと思います。年度初めはバタバタしていることが多いため、忙しい時期
は避けたほうがいいです。まずは学校に問い合わせてください。

※ 11 就学相談・・・( 西宮市ホームページから引用 )
障害などにより、特に教育的配慮を要するお子さんの就学にあたって、お子さんが十分力
を発揮し、楽しい学校生活を送るために、一人ひとりの教育的ニーズ、保護者の方の思い
や願いを把握することを目的に、就学に向けての個別の相談「就学相談」を実施しています。

【参考】西宮市就学支援ガイド
https://www.nishi.or.jp/kosodate/kyoiku/kyoikuiinkai/tetsuzuki/shuensodan.files/R3syugakushiengaido.pdf

就学先が決まったらすぐに具体的な配慮について相談した方が良いでしょう。
具体的な内容や、どのようにお願いしていいのかわからない場合はインクルネット西宮
にご相談ください。

●通常、教育委員会とは年長の初夏ごろから就学相談※ 11 が始まりますが、私の子ども
の場合、医療的ケア※ 2 があり看護師配置も常時必要であったため、教育委員会との
面談は年中のときに、学校との面談は入学の１年前（年長になるとき）に行いました。
それぞれそのときには具体的な話にはなりませんでしたが、子どものことや入学の意
志を知ってもらう意味で、早い段階に教育委員会や校長先生と面談するのは意味があ
ることだと思います。学校と具体的な話ができたのは、就学先が決定してからでした。
しかし就学先が決定するのが遅くなってしまう事もあるので、人の配置や環境面のこ
となど時間や予算の関わるような配慮に関しては、就学相談が始まって早い段階で教
育委員会にも伝えておく必要があると思います。また、学校は新年度になると先生の
異動などで環境がガラッと変わってしまうので、子どもへの対応など細かいことを伝
えられたのは、私の子どもの場合、４月になって担任が決まってからでした。
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●うちの娘の場合は、医療的ケア※ 2 もあることから、看護師配置をお願いしないとい
けなかったので、できるだけ早く「自分の校区にある学校に行きたい」と思っている
意思を明確にしておいたほうがいいと考え、幼稚園年中の秋には学校見学に行き、教
育委員会とも面談を持ちました。ただ、ひとつひとつの詳しい配慮に関しての学校と
の協議は、就学先決定の後になってしまうので、うちの子の場合は、入学直前の 2 月
からとなってしまいました。しかし、今の教育委員会は、学校にはいつでもコンタク
トを取ってくださいというスタンスですので、不安なことがあれば、早めに相談され
るといいと思います。

●入学する予定の中学校が前年度にはわかっていたので、中学校の新年度が落ち着くト
ライやるウィーク※ 12 終了後の 6 月に、特別支援教育コーディネーター※ 13 の先生に
最初の電話をして約束し、学校に相談に行きました。小学校から引き続いての生活面
の支援に加え、卒業後の進路や将来を考えないといけない中学校では、学習面の支援
が重要になります。学習障害（LD）についての理解と支援の方法や、音楽の歌など
技術系授業のテストの受け方などについて相談しました。特に学習障害（LD）は本
人の努力不足と思われてしまうこともある中で、早い時期に相談することで学校中に
支援体制と理解を深めてもらえたように思います。うちの場合は、授業でのデジタル
カメラの使用など、その学校にとって初めてのことを受け入れてもらうには時間がか
かったので、新年度が落ち着く 1 学期後半くらいまでには最初の相談をしておいた方
がいいと思いました。

※ 2 医療的ケア・・・( 医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律、文部科学省「学校における医療的ケ
アの必要な児童生徒等への対応について」から引用 )
医療的ケアとは、人工呼吸器による呼吸管理、喀痰吸引その他の医療行為をいいます。一般的に学校や在宅等で
日常的に行われている、たんの吸引、経管栄養、気管切開部の衛生管理等の医療行為を指します。

併せて、「医療的ケア児およびその家族に対する支援に関する法律」（医療的ケア児支援法）が 2021 年 9 月 18
日に施行されました。この法律では、「医療的ケア児及びその家族に対する支援は、医療的ケア児の日常生活及
び社会生活を社会全体で支えることを旨として行われなければならない」などとする基本理念を規定し、さらに
基本理念にのっとり、国・自治体、保育所・学校の設置者の責務や支援について定めています。都道府県知事の
指定等による「医療的ケア児支援センター」の設置についても盛り込んでいます。（web 医療と介護から引用）

※ 12 トライやるウィーク・・・( 西宮市ホームページから引用 )
「トライやる・ウィーク」は、中学校 2 年生を対象に兵庫県で平成 10 年 (1998 年 ) より実施されており、地
域や自然の中で生徒の主体性を尊重した活動や体験を通して、豊かな感性や創造性などを自ら高めることがで
きるよう支援する、「心の教育」を推進する活動です。

「トライやる・ウィーク」の名称は「挑戦する : トライ」とともに「学校・家庭・地域の三者 : トライアングル」
の意味が込められています。

※ 13 特別支援教育コーディネーター・・・( 文部科学省ホームページから引用 )
特別支援教育コーディネーターを校務として明確に位置付けることにより，学校内の教職員全体の特別支援教
育に対する理解のもと学校内の協力体制を構築するとともに，小・中学校又は盲・聾・養護学校と関係機関と
の連携協力体制の整備を図る。
具体的な役割として，小・中学校の特別支援教育コーディネーターは，（1）学校内の関係者や関係機関との連
絡・調整，及び，（2）保護者に対する学校の窓口として機能することが期待される。
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【参考】
学習障害（LD）・・・( 文部科学省 平成 11 年 7 月「学習障害児に対する指導について（報告）」より抜粋 )
学習障害とは、基本的には全般的な知的発達に遅れはないが、聞く、話す、読む、書く、計算する又は推論する
能力のうち特定のものの習得と使用に著しい困難を示す様々な状態を指すものです。
その原因として、中枢神経系に何らかの機能障害があると推定されますが、視覚障害、聴覚障害、知的障害、情
緒障害などの障害や、環境的な要因が直接の原因となるものではありません。
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Q26. 先生はクラスに多くの子どもたちを抱え、クラスのこと以外に
も仕事があり、とても忙しい印象です。障害のある息子が通常
学級に入って、十分な配慮をしてもらえるのでしょうか。

障害の有無に関わらず、子どももひとりひとり違うし、保護者の思いもひとりひとり違
います。その子にとっての十分な配慮が何か、先生も最初からわかるわけではありませ
ん。先生と子どもとが信頼関係を築き、保護者の思いを丁寧に先生に伝えていくことで、
配慮は成り立っていくのだと思います。初めから完璧を求めず、良いことも気になるこ
ともこまめに伝えて、学校での困りごとも早めに教えてもらい、子どものことを一緒に
考えていけるような関係を作っていくのが大切です。保護者の思うことを簡潔にまとめ
て、時間のあるときに読んでもらえるように手紙にするなど、忙しい先生のために保護
者のできることもあるかもしれません。また、通常学級ではみんなが手本となるし、手
を貸してくれる子もたくさんいるので、必ずしも特別支援学級より手薄というわけでは
ないように思います。
それでも、先生ひとりでは手に余ることもあるかもしれません。将来的には、クラスの
定員人数が少なくできたり、複数担任制になっていったり、先生の負担が少しでも軽く
なることを願っています。

●小学校低学年のとき、通常学級で迷惑をかけていると感じ、特別支援学級に移籍しよ
うか悩んだことがあります。担任の先生に相談に行くと、「保護者の方の考えに、口
出しすることはできません」と前置きの上で、それぞれのメリットデメリットを説明
してくださり、「でも、彼ありきでクラスを作ってきました。だから、彼がいなくな
ると淋しいです！」と言ってくれました。その後、先生と一緒に、息子の支援方法を
もっと深く考えていくことができました。たとえ十分な配慮ではなくても、子どもが
愛情をかけてもらえ、クラスの一員として学校生活を送れるのなら、私にとっては一
番ありがたいことでした。

●最初は十分な配慮はないかもしれません。学校の先生もどんな配慮をすればいいのか
手探りなので。でも、自分の子どもが通常学級にいる意味、どうして通常学級を選択
しているのかなどに加え、日々のひとつひとつのうれしかったこと、モヤモヤしたこ
とや嫌だなと思ったことを正直に伝えていくことにより、どんな風な配慮をすればい
いのか、今ある学校の形の中でどんな工夫ができるのかを一緒に考えてくれるように
なっています。遠慮せずに継続して伝え続けることが大切だなと思います。遠慮して
言わないよりは、遠慮せずに伝えたほうが、先生もどうしたらいいかストレートにわ

保護者の体験談



脳性まひの小学５年生 Aさん 運動会のリレーにて

A さんは自分で走れますが、速く走ることができません。4 年生のときはトラッ
ク半周でしたが、5 年生からは距離が 1 周になり、なおさら競争にはなりません。
私は子どもたちに相談しました。「Ａさんも参加したいけど、競争できない。ど
うする？」と。するとある子が「5 年生は半周から 1 周になるから、Ａさんも 4
分の１周から半周にしたら？」「残り半周は僕らが走るから ｣ と言い、A さんも
渋 「々わかったよ」と承知しました。しかし、A さんは走ることに苦手意識が強く、
できれば走りたくないと思っていました。そうしたら友だちが「それなら放課後、
練習しようか」と言い出し、自分たちで A さんのお母さんに直談判して、放課後
15 分だけという約束で、グラウンドで自主練習を始めました。Ａさんも友だち
に言われたら、「いや」とは言えず、渋々練習に参加しました。また、それを見た、
他のチームの友だちも「おれらも一緒に練習したい」と気がつくとクラスの友だ
ち 20 人くらいが放課後一緒に練習していました。チームに関係なく「Ａちゃん、
とにかく半周がんばれ！」と応援し、Ａさんも毎日がんばって走りました。
　運動会当日、Ａさんは転んでしまい、チームは負けました。一緒に練習しよう
と言い出した友だちは、「あんなに練習したのに…。」と泣いていましたが、Ａさ
んは「まあ、がんばったんやから泣くなよ。」と逆に、残り半周を走ってくれた
友だちをなぐさめていました。
私は、Ａさんと一緒に走るために、みんなが練習しようと言い、一緒に参加でき
たことが素晴らしいと思いました。また、「Ａさんがいたから負けた。」ではな
く、「Ａさんと一緒に勝ちたい。」という子どもたちの思いは、ともに過ごすこと
でしか作りえない仲間意識であると思いました。「障害があるから一緒にできな
い」ではなく、「どうすれば一緒に参加できるか」を子どもと一緒に考えることで、
大人の目線では難しいこともできるようになる、ということを子どもたちから教
えられました。

コラム② 学校の先生より
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かるので、その方がシンプルにどんどんいい形になると感じています。ただ、今の一
斉授業や 40 人学級などの学校制度では、子どもも先生も保護者も疲弊している現実
があり、少人数学級や複数担任制なども含めて、誰もが一緒に学べる学校のあり方な
ども、先生と話していけたらいいなと思います。
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Q27. 自分の校区にある学校に行って、もししんどくなったとき、途
中で特別支援学校に変わることはできるのでしょうか。

もちろんできます。ただ、原則年度初めでの転入のようなので、早めに教育委員会に相
談してください。でも、しんどくなるようなことがあれば、なぜそうなったのか、どう
したらしんどくならないのかを学校の先生や相談支援専門員※ 1、教育委員会にも相談し
てみてください。

※ 1 相談支援専門員・・・( 西宮市相談支援の手引きから、一部引用 )
子どもが障害福祉サービスや障害児通所支援、放課後等デイサービスなどを利用する場合、障害児計画相談の本
人中心支援計画を立てることになっています。その計画を一緒に立ててくれるのが、障害児相談支援事業所にい
る相談支援専門員です。

障害児相談支援事業所一覧は以下のリンクから検索できます。
http://momo.nishi.or.jp/kaigo/　⇒　「介護・障害福祉サービス事業所一覧の閲覧」をクリック　⇒　「障害児相
談支援」に✓を入れ「検索」
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Q28. さまざまな行事でどのような配慮を受けることができましたか。

さまざまな行事や日々の生活において、ひとつひとつ学校とやり取りし、「みんなと一
緒にできるようにするためにはどうしたらいいか」を考えています。子どもたちのほう
がいいアイデアを出してくれることもあるので、担任の先生が子どもたちに投げかけて
考えてくれることもあります。これらの積み重ねにより、だんだんと先生や子どもたち
が、誰も排除しないやり方を見つけて工夫してくれることが多くなってきています。必
要な配慮はひとりひとり違うので、他の学校がこれをやっているから同じようにやる、
ではなく、一緒にやるためにその子に合った配慮は何なのかを学校と相談していく必要
があると思います。

入学式
●「前日に入学式当日の流れを一緒にやってみることもできますよ」と言われましたが、

娘の場合は当日ぶっつけ本番でも大丈夫だと思ったので、それはお断りしました。初
めての場面が苦手なお子さんには安心材料になると思いました。

●前日に入学式が行われる体育館や教室へ案内してもらいました。入学式当日の流れを細
かく教えてもらったり、実際に着席する座席に座らせてもらいました。介助支援員※ 6

にも会うことができ、安心して入学式を迎えることができました。

※ 6 介助支援員・・・( 西宮市ホームページから引用 )
西宮市の小中学校等で、校園長や特別支援教育コーディネーター、担任等の指導のもと、次に掲げる活動を行い
ます。( ア ) 障害等で特に支援の必要な児童生徒の生活介助、活動支援や安全確保等の補助活動　( イ ) 担任との
打合せ、会議の参加、教材作成補助、事務、研修　( ウ ) その他校園長が指示する業務

●初めてのことが苦手な息子のために、前日にセッティングが終わった状態で校内を案
内してもらい、当日の動きを説明してもらえました。当日式典中も、しんどそうにし
ていないか気を配ってもらえました。

●入学式前に担任との面談があったのですが、会場の見学をしながら、当日の流れの説
明、本人の座る位置などを説明してくれました。私の子どもは医療的ケア※ 2 がある
ので、入学式の間も子どもの側にいるよう言われるかな？と覚悟していましたが、本

学校でどんなことができる？

保護者の体験談
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人には担任の先生が付き添ってくださり、その少し離れたところに看護師さんが待機
してくれていました。私たちの席は子どもに一番近い保護者席を確保してくださって
いて、安心して入学式に参加することができました。

※ 2 医療的ケア・・・( 医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律、文部科学省「学校における医療的ケ
アの必要な児童生徒等への対応について」から引用 )
医療的ケアとは、人工呼吸器による呼吸管理、喀痰吸引その他の医療行為をいいます。一般的に学校や在宅等で
日常的に行われている、たんの吸引、経管栄養、気管切開部の衛生管理等の医療行為を指します。

併せて、「医療的ケア児およびその家族に対する支援に関する法律」（医療的ケア児支援法）が 2021 年 9 月 18
日に施行されました。この法律では、「医療的ケア児及びその家族に対する支援は、医療的ケア児の日常生活及
び社会生活を社会全体で支えることを旨として行われなければならない」などとする基本理念を規定し、さらに
基本理念にのっとり、国・自治体、保育所・学校の設置者の責務や支援について定めています。都道府県知事の
指定等による「医療的ケア児支援センター」の設置についても盛り込んでいます。（web 医療と介護から引用）

卒業式・卒業関連
● 5 年生で在校生として出席したときは、一番前の席だと不安になってしまうことを伝

えると、背は小さいけれど真ん中の方の席に移動させてもらえました。

● 6 年生のときは、新型肺炎感染拡大防止による休校のため練習時間が取れない中でし
たが、できる限り見通しがつけられるよう移動などをしっかり説明してもらえました。

●自閉スペクトラム症の息子は、書く内容を自分で考えなければならない作文などが苦
手で、とても時間がかかります。卒業文集を書くとき、支援の必要な子には、本人に
リサーチの上、先生が書いたものを清書としてなぞらせることもあるようですが、息
子の担任の先生は「今の彼の言葉と字で書いたものを載せたい」と、新型肺炎感染防
止のために登校日が限られる中でも、時間がかかることを覚悟の上で、本人に書かせ
てくれました。書字障害があり字を書くのがつらいのに何度も書かせるのはかわいそ
うだからと、下書き用紙は使わず、すぐ清書用紙に書きました。ひらがなばかりだし、
字もきれいではないし、文章も整っていないけれど、彼の思い出の詰まった文章を残
すことができました。また、時間内に自分で書くことができた成功体験にもなりまし
た。

校外学習、遠足、社会科見学
●低学年のときの歩いて近所の公園に行く遠足は、歩くのが遅い娘が遅れても、列の最

後の人が到着するまでには到着できるだろうということで、一番先頭で出発すること
になりました。しかし結局、みんなが彼女のスピードに合わせて歩いてくれ、先頭で
公園に到着したとのことでした。疲れたときのために、ベビーカーも持って行ってく
れましたが、ほとんど使うことなく友だちと一緒に歩きました。
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●入退院を繰り返していたときの校外学習は、すべての行程を一緒に参加するのが体力
的に難しかったので、班での自由行動の時間だけ参加をしました。いつもは学校協力
員※ 7 がそばにいてくださるのですが、そのときはいなかったので、純粋に子どもた
ちだけの中で過ごせて、いい笑顔で戻ってきました。

※ 7 学校協力員・・・( 学校協力員募集案内から引用 )
西宮市立の小学校、中学校において、障害等により特に教育的配慮の必要な児童・生徒への支援等の活動を行う
ものです。

●車いすの娘は、道中、エレベーターが離れた場所にあったので、車いすを先生方に担
いでもらい、みんなと一緒に階段を歩いて上がりました。また、科学館の中でも、娘
の班はエレベーターを使用してもいいことにしてくださり、常時、班のみんなと一
緒に過ごすことができました。胃ろうからの注入という医療的ケア※ 2 もありますが、
親が付き添うのではなく、学校にいるとき同様、看護師が注入の時間に子どもたちが
いる場所まで来て注入をしてくれています。

●肢体不自由である子どもは疲れやすく長距離歩くことが難しいため、事前にどれぐら
いの距離なら歩けるかを担任と相談しています。みんなの歩くスピードについていけ
ないこともあるので介助支援員※ 6 についてもらっています。途中で疲れたら休んだ
り、子どものペースで参加できています。みんなと同じ距離を歩けないと判断した場
合は、事前に引き渡し場所を決めてもらい、無理なく参加することができています。

※ 6 介助支援員・・・( 西宮市ホームページから引用 )
西宮市の小中学校等で、校園長や特別支援教育コーディネーター、担任等の指導のもと、次に掲げる活動を行い
ます。( ア ) 障害等で特に支援の必要な児童生徒の生活介助、活動支援や安全確保等の補助活動　( イ ) 担任との
打合せ、会議の参加、教材作成補助、事務、研修　( ウ ) その他校園長が指示する業務

●私の子どもは車いす、人工呼吸器ユーザーで医療的ケア※ 2 が必要です。１年生のと
きの動物園への遠足は、学校側がいろいろと不安を抱えていたため、みんなと一緒に
電車で行くことが叶わず淋しい思いをしました。しかし、元気に１年生を終え、２年
生ではみんなと一緒に電車で水族園に行くことができました。担任の先生が事前に駅
や施設のことなどを下調べしてくれて問題なく行くことができ、水族園では、救護室
を借りる手配をしてくれていて、そこで休憩などをすることができました。学校側も
初めは拒否的だったとしても、時間はかかってしまうかもしれないけど先生たちと対
話を続け、子どものことを知ってもらうことで受け入れてくれるようになることもあ
ると思います。

●私の子どもは医療的ケア※ 2 があります。学校から歩いて行ける距離の校外学習は、
入学後初めてのときには付き添いましたが、今はしていません。しかし、バスなどを
利用する距離のある校外学習は、3 年生になった今も付き添いをしています。今後、
付き添いなしで行けるように学校側と相談を重ねていきたいと思っています。
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●何かに夢中になってしまうと周囲のことがわからなくなり迷子になりやすいので、で
きるだけ先生の近くで気にしてもらっていました。迷子になったときの待ち合わせ場
所を事前に設定してあり、本人に詳しく伝えてくれていました。

体育会、小連体、体育の授業
●玉入れは、背の低い娘がいるので、かごの高さを低くする回と高くする回の 2 回戦行

われました。

●大玉ころがしは、順番に 4 人で大きな玉を転がして走る競技ですが、手をつながない
と走れない娘のために、手をつないで走るための友だちが 1 人追加されました。

●前年まで棒引きが学年の競技でしたが、娘が車いすでも一緒に参加できるように、競
技が台風の目に変更され、車いすのまま棒を持って一緒に笑顔で走りました。

●入場の際、これまではみんなの走るスピードについていけない子は、ひとり違う場所
からそっと位置についていたのですが、どうやったらみんなと一緒に入場ができるの
かを考えてほしいと相談し、みんなで一緒に歩いて行進で入場になりました。

●ダンスはそれまで、特別支援学級の子に対しては、良かれと思って先生がそばにつき、
手取り足取り動かしていましたが、「みんなと一緒の動きができなくてもいいから、
娘は子どもたちだけの中で、彼女なりのダンスを踊りたい」と伝えたところ、以後、
他の特別支援学級のお子さんに対しても、必要な支援だけで、手取り足取り大人がつ
いてやらせることがなくなりました。

●リレーは、走るのが遅い娘でしたが、みんなと同じ距離走りたいという本人の思いを
尊重してくれ、友だちに伴走してもらいながら笑顔で走り切りました。チームの子た
ちは、少しでも娘の遅れを取り戻せるようにと休憩時間にチーム練習をするなどし、
チームが一つにまとまる様子が見えました。

●児童席では、地面に長時間座るのが苦手な娘のために、娘の班の子だけイスに座りま
した。娘ひとりだけではなく、班の子全員と一緒に同じ目線で話をしながら応援でき
るように配慮があり、本人も終始楽しそうでした。

●汗をかかない子どもは、炎天下で一日を過ごす体育会はとてもしんどいですが、暑く
なったらいつでも休めるように、校庭から一番近い教室のエアコンをガンガンかけて
いてくれました。また、水分不足にならないよう、頻繁に訪問看護師さんが訪問し、
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胃ろうからの水分補給をしてくれる体制を整えてくれました。

●息子は四肢に軽い麻痺があり、体幹が弱く、身体バランスが取りにくいです。そのた
め、平坦な道でもつまずいたり、転びやすかったりします。また、長時間運動をして
いると非常に疲れやすいため、疲れたら休憩しながら授業に参加しています。

　体育の授業は身体のバランスが取りづらい息子にとっては、けがの恐れが高まるため、
子どもの状態を細かく伝えています。また、必ず介助支援員※ 6 についてもらい、友
だちとぶつからないように気をつけてもらっています。身体的にみんなと同じことを
するのが難しい場合もありますが、例えば、縄跳びは、縄を前に回して縄をまたぐ、
平均台は先生と手を繋いで一緒にやる、跳び箱は跳び箱の上に座ってから降りるなど、
子どもなりに参加できる方法で授業を受けています。

※ 6 介助支援員・・・( 西宮市ホームページから引用 )
西宮市の小中学校等で、校園長や特別支援教育コーディネーター、担任等の指導のもと、次に掲げる活動を行い
ます。( ア ) 障害等で特に支援の必要な児童生徒の生活介助、活動支援や安全確保等の補助活動　( イ ) 担任との
打合せ、会議の参加、教材作成補助、事務、研修　( ウ ) その他校園長が指示する業務

●体育会のダンスでは移動の際、体幹が弱く転びやすい息子のために、移動距離が短く
なるよう先生が子どもの近くで指示を出してくれていました。リレーではメンバー構
成や走る順番などを考慮してもらうことができ、楽しく参加することができました。

●私の子どもは肢体不自由で車いすユーザーです。体育会では、1 人での競技の参加は
難しいので担任の先生が付き添い行いました。競技の内容も本人にあわせて工夫して
くれ、リレーでは、みんなが走る半分の距離の位置で友だちが待っていて、残りの距
離を走ってくれました。また、体育会の時期はとても暑く、私の子どもは熱がこもり
やすいので心配でしたが、特別支援学級の部屋のエアコンをつけて、いつでも休憩で
きるようにしてくれていました。

●体育の大縄の授業では、車いすの子どもが通るときは縄を挙げるというルールを作り、
車いすでも参加できるよう工夫してくれました。

●体育会では、応援の声や暑さ、まぶしさ、並び順を覚えなくてはならない緊張感など、
しんどいことがたくさんあります。最初はみんなの練習を見ることから始めていまし
た。ボール演技では、まぶしさで上から飛んでくるボールを見ることができないため、
友だちが下から投げてくれました。列の先頭だと不安になるので、背は小さいけれど
2 列目以降にしてもらいました。本番中には、しんどいときに休む場所を用意しても
らえました。
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●組体操は、本人の負担になりにくい場所に配置してくれました。小連体では、先生方
が見回ってくれているので、あまり心配なく参加することができました。

●体もとても小さく、心臓疾患もあり、走るのがかなり遅いうちの子ですが、体育会の
リレーでは、「みんなと同じトラック 1 周を走りたい」という本人の思いと、「1 周走
れるよ」「だけど、勝ちたい」という友だちたちの思いのもと、どうやったら競技と
して成り立つかを学校が考えてくれました。練習はじめの時期のタイムを取り、どの
チームもリレーのスキルを高め、タイムを縮めることを目標に設定することに決まり、
本番、たくさんタイムを縮めたチームの勝ち、ということになりました。
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図工展、図工の授業
●知的障害があり、みんなと同じことをするのが難しいので、図工の授業や作品作りは、

学校協力員※ 7 や先生の声かけでやったり、早く作業を終えた友だちが一緒にやって
くれています。

※ 7 学校協力員・・・( 学校協力員募集案内から引用 )
西宮市立の小学校、中学校において、障害等により特に教育的配慮の必要な児童・生徒への支援等の活動を行う
ものです。

●細かい作業が苦手なので、介助支援員※ 6 はついてもらえていることが多いです。ち
ぎり絵など、小さい紙をのりで貼る作業や粘土での細かい形成などは一緒にやっても
らっています。

※ 6 介助支援員・・・( 西宮市ホームページから引用 )
西宮市の小中学校等で、校園長や特別支援教育コーディネーター、担任等の指導のもと、次に掲げる活動を行い
ます。( ア ) 障害等で特に支援の必要な児童生徒の生活介助、活動支援や安全確保等の補助活動　( イ ) 担任との
打合せ、会議の参加、教材作成補助、事務、研修　( ウ ) その他校園長が指示する業務

●私の子どもは、自分で鉛筆や筆を持つことが難しく、正直、１人で課題に沿ったもの
を描いたり作ったりは難しいので、先生が本人と一緒に筆などを持ってくれて取り組
んでます。できるところは自分の力を発揮できるようにいろいろと工夫してくださっ
てます。また、課題どおりのもの（みんなと同じもの）ができなくても、工程を大事
にできたらいいのかなと思ってます。

●作品を作るのに時間がかかるため、休み時間を利用したり、先生がアドバイスしてく
れたりして、仕上げました。展示しに行く途中で転んで、作品を落として壊してしまっ
たときには、クラスのみんなで破片を集めて、先生がパズルのように破片を組んで貼
り合わせ、直して展示してくれました。

音楽会、音楽の授業
●みんなと同じことをするのが苦手な子どもですが、歌のテストは友だちと一緒に歌っ

たり、リコーダーのテストは友だちのリコーダーに合わせて打楽器をやったりして対
応してくれています。音楽会も、まわりの友だちを見ながら、一緒に歌ったり演奏し
たりしています。

●指先の分離運動が苦手なため、決められた指で鍵盤ハーモニカを弾くことが難しいた
め、人差し指だけで演奏していいことになっています。テストもその方法で受けてい
ます。
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●私の子どもは、気管切開をしているため、鍵盤ハーモニカやリコーダーを吹くことが
できません。しかし、鍵盤ハーモニカでは、介助者に吹いてもらいながら一緒に鍵盤
を押さえて参加、リコーダーでは、空気入れを活用し、リコーダーの穴はテープでふ
さいだり、押すことのできるところは一緒に指で押さえて参加・・・と、試行錯誤、
工夫をこらして、一緒に参加できています。

●音楽会では、本人が本人の力を発揮できる楽器（ツリーチャイム）を取り入れてくれ
ました。しかも、見せ場も設定してくださり、本人も意欲を見せていました。

●大きな音が苦手なため、特に鍵盤ハーモニカの演奏に苦労しました。教室で全員で吹
くときには、廊下で演奏させてもらいました。

●中学年になると専科の授業 ( 図工、音楽 ) が始まりますが、担任が専科の先生と連携
してくれ環境や授業の取り組み方を一緒に考えてくれます。例えば、身長が低いため
音楽室のいすに座ると足が床につかないので足台を準備してくれたり、リコーダーは
指の操作が本人にとって難しくしんどくなるため、他の打楽器も選択できるよう準備
してくれ音楽の時間を楽しめるようにしています。

修学旅行
●集団が苦手なこともあり、お風呂に決まった時間に入れなかったそうですが、先生と

一緒に別の時間に入らせてもらえたそうです。緊張して眠れなかったけれど、ほかに
も眠れない子がいて、一緒に朝までしゃべっていたのも、良い思い出になったようで
した。

●事前にクラスみんなで、先生の視察時の映像を見せてもらい、心の準備ができました。
晴れたとき、雨のときなど、予定が変更になる可能性も含めて説明してもらっていま
した。

●医療的ケア※ 2 がある娘ですが、学校でいつもケアしてくれている看護師が同行して
くれたので、安心して送り出すことができました。

自然学校
●前年度までの映像や、先生の視察の映像などで、事前に確認させてもらえます。
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●宿泊先が決まっていて、一般の宿泊ができたので、自然学校前に友人家族とみんなで
遊びに行き、施設の確認をしました。障害のない子でも、自然学校は期間が長く心配
なので、事前に宿泊に行った子がクラスに何人もいました。

●前半と後半で先生が入れ替わるので、担任の先生以外の学年の先生方にも子どもの情
報を共有してもらうようお願いしました。自然学校では、主にリーダーの方に面倒を
見てもらうことになりますが、先生方がサポートとして特に気をつけて見てくれてい
たようです。

●心臓病がありしんどいときに車いすを使う子どもですが、それぞれの行程に車いすで
参加するか歩いて参加するかなど、細かく事前に打ち合わせを行いました。

マラソン大会
●自分のペースで走ることになっており、無理なく参加できています。途中の転倒に備

えて、介助支援員※ 6 が一緒に近くを走ってくれていました。

※ 6 介助支援員・・・( 西宮市ホームページから引用 )
西宮市の小中学校等で、校園長や特別支援教育コーディネーター、担任等の指導のもと、次に掲げる活動を行い
ます。( ア ) 障害等で特に支援の必要な児童生徒の生活介助、活動支援や安全確保等の補助活動　( イ ) 担任との
打合せ、会議の参加、教材作成補助、事務、研修　( ウ ) その他校園長が指示する業務

●ペース配分が難しく、順位に納得できずに泣きわめいていたら、先生は「どうしたい？」
と声をかけてくれました。「もう一周走りたい」という本人の希望を受け、話しなが
ら伴走してくれ、おかげで落ち着いて帰ることができました。周囲も応援し、待って
くれました。

プール
●何かにつかまらないと泳げない子なので、1 年生のころからずーっと教頭先生と一緒

に入水しています。教頭先生の背中側から肩につかまり、先生と一緒にスイスイと泳
いでいます。楽しそうです。

● 1 年生のとき、背の低い娘のために、ライフジャケットを購入してくれました。ほか
の水嫌いの子もそれをつけて水泳の授業に参加することができていました。

●体温調節が苦手な娘は、長時間水中に入っていると寒くなるため、プールサイドで体
調を見てくれる学校協力員※ 7 を配置し、寒くなると早めに上がり、温水シャワーを
浴びて着替えられるような体制を作ってくれました。
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※ 7 学校協力員・・・( 学校協力員募集案内から引用 )
西宮市立の小学校、中学校において、障害等により特に教育的配慮の必要な児童・生徒への支援等の活動を行う
ものです。

●足がつく場所でも転倒すると危険なため、介助支援員※ 6 が一緒にプールに入ってく
れています。身体が冷えてきたら早めに上がらせてもらったり、無理なく参加させて
もらっています。

●私の子どもは、肢体不自由で気管切開をしています。本当はみんなと一緒に大きなプー
ルに入れるのがベストではありましたが、生徒数も多くプール内も混雑しているため、
危険も伴うとのことで叶っていません。その代わりに、プールサイドに大きなビニー
ルプールを設置してくださりました。長い時間は入れないので、みんなのワイワイ楽
しそうな声を聞きながら、本人のペースでゆったりプールを楽しんでいます。

●いつもと違うことが苦手な息子は、年に数回、夏しかない学校のプールには、どうし
ても慣れることができず、毎年引っかかります。友だちが「一緒に行こう」「楽しみだね」

「自由時間に競争しよう」など上手に声をかけてくれるので、参加できています。

避難訓練
●普段は学校協力員※ 7 の支援を受けることが多い娘ですが、災害は、学校協力員がい

ないときも想定されるため、避難訓練は走って逃げられない娘を担任が抱っこをして、
一緒に避難してくれています。

●聴覚過敏があるため、非常ベルが鳴る少し前に声かけをしていただくようにしていま
す。学校から離れた場所への避難の際には、担任の先生が付き添ってくださり、少し
の遅れぐらいでみんなと同じコースを歩くことができました。

●私の子どもは、人工呼吸器を装着していて車いすを使っています。避難訓練では、み
んなと同じように避難しますが、階段を利用して避難しなければいけない状況では、
介助者１名では難しく、人手が必要です。階段のところで援助してくれる担当の先生
を待ち車いすを抱えてもらいます。( 車いすを抱えるほどの人手が足りない場合は、
とりあえず本人と呼吸器だけでも避難させる )

●大きな音が苦手なので、事前に訓練のある時間を教えてもらっています。
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クラブ活動
●やりたいクラブを選べないため、やりたい・どちらでもいい・やりたくないを○△×

でクラブリストに記入する方法で選ばせてくれました。

●みんなと同じことをするのが難しい娘ですが、友だちと相談し、工作クラブに入部し、
先日友だちと一緒に消しゴムはんこを作ってきました。顧問の先生以外に担任の先生
も一緒に参加してくださっています。自慢げに家族に見せる姿から、充実した時間を
想像することができました。

給食
●給食当番はみんなと同じ役割を与えてもらっています。ひとりでは難しいときには先

生に手伝ってもらっています。最初は簡単な役割（牛乳を配るなど）に決めてしまう
ことを提案されましたが、みんなと同じでとお願いしました。子どももいつも違う役
割を担えて満足そうです。

●気持ちが落ち着かずに食べられなくなるときがあるので、年度初めに担任の先生と、
食べられないときにはどうするのかを話し合うようにしています。しんどいときには
食べやすいものだけを勧め、パニックを起こしそうなときには無理に食べさせず、食
べられなかったことを連絡してもらえるようにしています。

●私の子どもは脳性まひで手足が不自由です。給食のときは早目に配膳してもらい、最
初に自分で食べる練習をしています。でもすべて自分で食べるのは無理なので、担任
の先生や学校協力員※ 7 に食べさせてもらっています。また、かむ力が弱く、かじり
取ることも苦手なので、固い食材や大きな食材は持ち込んでいるキッチンバサミで小
さく切ってもらっています。2 年生になった今はしていませんが、1 年生のときは献
立表を見て固そうなもの、食べにくそうなものを確認し、献立表にチェックを入れ、
気をつける食材を担任の先生に確認していただいていました。

●私の子どもは、経管栄養なので給食ではなく栄養剤や注入の物品を持参しており、準
備や介助は看護師が行ってくれます。学校では車いすに座りっぱなしなので、注入の
時間を車いすからおりてベットに横になりゆったりできる時間にあてているので、給
食の時間は特別支援学級で過ごしています。

●胃ろうからの注入が必要な娘は、看護師が注入時に来てくれて、注入をしています。
別の部屋でやるのではなく、これが彼女の食事スタイルなので、教室でみんなと一緒
に食べています。



60

Ⅰ .Q ＆ A

掃除
●背の低い娘のために、どこからか短いほうきを探してきてくれて、それで掃除をした

り、ぞうきんが苦手な娘のためにかわいいぞうきんを用意し、比較的簡単な机拭きか
ら始めてくれたりしました。今では、みずから拭き掃除もできるようになりました。

●重いもの（机を運ぶなど）を持つときには、バランスを崩して転倒する恐れがあるた
め、先生と一緒に運んでいます。友だちが使っているほうきの先が目の回りに当たっ
たことがあり、周囲を見れていないことも多いため、少し注意してみていただくよう
お願いしたことがありました。危険なこと、気になることは、遠慮なく先生に伝える
ようにしています。

●自閉スペクトラム症の息子が 1 年生のとき、使用する雑巾やほうき、拭く机を選ぶこ
とができず、最初は担任の先生が使用するものを渡してくれていました。バケツで雑
巾を洗うときは 2 人までと決まっていましたが、子どもたちは次々手を入れてしまい、
ルールを気にする息子がずっと洗うことができなかったため、先生がバケツを置くと
ころにビニールテープで並ぶ線をつけてくれ、順番に洗えるようになりました。

授業の受け方
●知的障害のある娘は、教科の内容をきちんと理解するのは難しいですが、教室の雰囲

気や友だちの様子などを感じながら、社会性などを身につける彼女なりの学びの時間
となっています。

●ひらがなが読めない娘ですが、国語の音読で当てられたら、まわりの友だちが一緒に
読んでくれます。

●知的障害があり、テストのときは、個別のプリントをやるときもありますが、本人が
みんなと同じテストをやりたいと言うことが多いので、みんなと同じテストに彼女な
りの答えを書くことで丸をもらっています。

●字を書くことはできませんが、家に帰って今日あったことをたくさん話してくれる子
なので、宿題として日記を毎日書くことにし、話してくれる内容をそのまま親が日記
帳に記載しています。最近では、放課後友だちの家に遊びに行くことが多いですが、
そのときに友だちが聞き取り日記を書いてくれています。気持ちなどもたくさん記さ
れるため、毎日の日記を担任も友だちもとても楽しみにしてくれています。



61

学校でどんなことができる？

●授業がしんどくなったら、廊下を散歩したり、休憩スペースで休憩したり、本人のペー
スで参加できるようにしてもらっています。

●座位保持椅子を使用しており、広いスペースを確保するため、一番後ろの座席位置に
してもらっています。朝や帰りの用意など、自分の机だけでは作業をしにくいため、
作業用の机を別に使わせてもらっています。座位保持椅子を自分で引くことができな
いため、気づいたときに、担任や介助支援員※ 6 に椅子を押してもらっています。

※ 6 介助支援員・・・( 西宮市ホームページから引用 )
西宮市の小中学校等で、校園長や特別支援教育コーディネーター、担任等の指導のもと、次に掲げる活動を行い
ます。( ア ) 障害等で特に支援の必要な児童生徒の生活介助、活動支援や安全確保等の補助活動　( イ ) 担任との
打合せ、会議の参加、教材作成補助、事務、研修　( ウ ) その他校園長が指示する業務

●算数で定規を使う問題では、細かい作業が難しいため、目盛りを一緒に合わせてもらっ
たり、定規を一緒におさえて線を引いています。テストもその方法でやっています。

●自宅での宿題は漢字を書く量を減らしてもらったり、計算ドリルの答えだけ書く（式
は書かない）など、工夫をしてもらっています。

●書字障害があるため、漢字の書き取りの宿題は減らしてもらっています。読んで覚える漢
字の教材を使用し、書き取りの代わりに読むことを宿題にしてもらうこともありました。

●見通しの立たないことが苦手なので、毎週、1 週間の授業予定と持ち物の表をクラス
全員に配布してくれた学年もありました。「彼のためではなく、クラスのみんなに自
分で予定を把握して動けるようになってほしいからです」と先生は言っていました。

●授業に関連した内容をうちの子が分かるようにかみ砕いた内容に変えてくれます。例
えば、割り算の授業では丸い円のピザを家族４人に分けるという課題にし、丸いイラ
ストのピザをうちの子がハサミで４等分に切り、家族のイラストが描かれたお皿に１
切ずつのせていくとか。

●宿題 ( 長期休み含む ) は個別プリントを用意してくれます。

●テストでは担任がマンツーマンでついてくれ、みんなと同じテストを使って理解でき
る一部分を選択し一緒に取り組みます。それでも内容が難しい場合は、テストの内容
に関連した別のプリントを用いて行います。

●息子は漢字が読めずひらがなを勉強中ですが、新出漢字の授業のときはひらがなに変
え、イラストを添え、みんなと同じ内容を学習しています。
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Q29. 先生に保護者の思いや子どもの障害について伝えるとき、どん
な工夫をしていますか。

●年度初めの始業式より前に、新しい担任の先生と面談の時間を取っていただいていま
す。障害のこと、生活のエピソード・工夫、好きなことや嫌いなことなどを、できる
だけ目を通しやすいように短めにまとめて文書を作り、関わる先生方で共有してもら
えるようにお願いして、渡しています。初めてのことが苦手な息子が先生を知ってお
くことができるように、そして先生と息子の信頼関係が早めに築けるように、面談に
は息子も一緒に行って、先生と息子が話をできる時間を多く取れるようにしています。

●医療的ケア※ 2 が必要な我が子は、さまざまな医療機器や医療器具、ケアなどがある
ため、わかりやすいように写真つきでマニュアルのようなものを作っています。

※ 2 医療的ケア・・・( 医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律、文部科学省「学校における医療的ケ
アの必要な児童生徒等への対応について」から引用 )
医療的ケアとは、人工呼吸器による呼吸管理、喀痰吸引その他の医療行為をいいます。一般的に学校や在宅等で
日常的に行われている、たんの吸引、経管栄養、気管切開部の衛生管理等の医療行為を指します。

併せて、「医療的ケア児およびその家族に対する支援に関する法律」（医療的ケア児支援法）が 2021 年 9 月 18
日に施行されました。この法律では、「医療的ケア児及びその家族に対する支援は、医療的ケア児の日常生活及
び社会生活を社会全体で支えることを旨として行われなければならない」などとする基本理念を規定し、さらに
基本理念にのっとり、国・自治体、保育所・学校の設置者の責務や支援について定めています。都道府県知事の
指定等による「医療的ケア児支援センター」の設置についても盛り込んでいます。（web 医療と介護から引用）

●保護者の思いについては、送り迎えの際に直接先生に伝えるようにしていますが、先
生もバタバタしていて話す時間がないときもあるので、そのときは連絡ノートを活用
します。どうしてもゆっくり話をしたいときは、改めて時間をとってもらって話をす
るようにしています。

●小学校入学前の学校との面談で、なぜ通常学級なのかという保護者の思いをつづった
文章を手渡し、保護者の思いを説明しました。学校の先生方から「どんな子が来るん
だろう」と不安な様子が伝わってきたので、娘の生活を見てもらうのが一番だと考え、
生まれてからこれまでの写真、特に幼稚園での友だちとの写真を中心に載せた資料を
作成し、学校の先生、看護師、学校協力員※ 7 に配布しました。また、胃ろうに関し

入学後、学校や先生に思いを伝えるには？

保護者の体験談
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入学後、学校や先生に思いを伝えるには？

ての不安が強かったので、別途胃ろうからの注入の仕方や注意事項などを本人の写真
つきで手順どおり説明したものも作成し、直接ケアに関わってくれる看護師だけでな
く、学校の先生、学校協力員にも配布しました。

　入学後も、日ごろから先生との密なコミュニケーションを心がけ、先生とコミュニケー
ションを取る際に、なぜ通常学級なのかという軸のところの説明を何度も繰り返すよ
うにしています。その軸を先生と共有していくことで、対応がブレそうになったとき
も、お互い軸に戻れるようになっています。

　あとは、何でも言い合えるような関係を作って、少しでもモヤモヤすることやあれ？
と思うことがあったら、ため込まず、すぐに伝えるようにしています。

※ 7 学校協力員・・・( 学校協力員募集案内から引用 )
西宮市立の小学校、中学校において、障害等により特に教育的配慮の必要な児童・生徒への支援等の活動を行う
ものです。
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Q30. 学校と意見が合わなかったとき、どんな工夫をしていますか。

《担任や教科担任の先生の考え方や指導方法に関わること》

●まずは、担任の先生と相談しました。担任の先生だけで解決可能なことではなかった
り、複数の先生が関わったりするようなことなら、担任の先生に報告した上で、校長
先生にも相談に行きました。子どもが苦しむようなトラブルが起きるとなかなか冷静
になれませんが、とにかく一度落ち着いて、子どもが何に苦しんでいて、自分は何に
怒っているのか、本当にしてほしいことは何なのか、ゆっくり考えてみましょう。

　子どもに聞いたことや自分の知ることをまとめて文書や手紙にして、感情的にならず
に先生に事実関係を確認したら、息子が障害のためにとっさに言葉が出なかったり表
情が変わらなかったりすることで、誤解されていたことがわかったこともありました。
保護者にとっては当たり前のことでも、言わなければ理解してもらえないことはたく
さんあるのだと痛感しました。

●入学したばかりのころ、特別支援学級籍の息子の学習の仕方、交流級での過ごし方に
ついて先生と考えが合わないことがよくありました。もちろん、モヤモヤしたときに
先生には伝えるようにしていましたが、自分の考えを押しつけるのではなく、先生の
言うことも尊重しながら対話を重ねました。そんな先生でしたが、息子が学校で友だ
ちと過ごす様子を見てるうちに、少しずつ考え方が変化し、保護者の考えに沿うこと
も増えるようになりました。お互いそれぞれ違う考えを持った人間です。頭ごなしに
いろいろなことを言われるのは誰でも気持ちの良いものではありません。思いが伝わ
らないときほど冷静になるのはとても難しいことかもしれませんが、そこをぐっとこ
らえて、根気強く対話を繰り返していきましょう。

●少しでもモヤモヤすることがあったらため込まず、すぐに聞いてみることにしていま
す。ため込むことで、不要な不信感が生まれてしまうからです。一方的に責めるので
はなく、「私はちょっと違和感があったのだけど、先生はどんな思いでその対応をし
ましたか？」といった感じで、まずは先生の思いを聞くように心がけています。お互
いの思いを共有してから、一緒に落としどころを見つけるために、対話をしています。
こじれそうなときは、こじれる前に、特別支援教育コーディネーター※ 13 の先生に同
席してもらったり、相談支援専門員※ 1 の同席もお願いしたりしています。日ごろか
らのコミュニケーションが大切になると思います。

保護者の体験談
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※ 13 特別支援教育コーディネーター・・・( 文部科学省ホームページから引用 )
特別支援教育コーディネーターを校務として明確に位置付けることにより，学校内の教職員全体の特別支援教
育に対する理解のもと学校内の協力体制を構築するとともに，小・中学校又は盲・聾・養護学校と関係機関と
の連携協力体制の整備を図る。
具体的な役割として，小・中学校の特別支援教育コーディネーターは，（1）学校内の関係者や関係機関との連
絡・調整，及び，（2）保護者に対する学校の窓口として機能することが期待される。

※ 1 相談支援専門員・・・( 西宮市相談支援の手引きから、一部引用 )
子どもが障害福祉サービスや障害児通所支援、放課後等デイサービスなどを利用する場合、障害児計画相談の本
人中心支援計画を立てることになっています。その計画を一緒に立ててくれるのが、障害児相談支援事業所にい
る相談支援専門員です。

障害児相談支援事業所一覧は以下のリンクから検索できます。
http://momo.nishi.or.jp/kaigo/ ⇒「介護・障害福祉サービス事業所一覧の閲覧」をクリック⇒「障害児相談支援」
に✓を入れ「検索」

《学校の支援体制に関わること》

●息子の場合は、漢字が書けない、字を書くことに非常に労力を使うことについて、ど
う支援していくかの話し合いを校長先生としました。学校によってさまざまな支援方
法があるので、その学校に合った継続可能な支援方法を一緒に考えました。

　先生は忙しく、話し合いに長い時間を取るのが難しいこともあるので、問題点をまと
めた資料を作ったり、何度も話し合いを持つときには議事録を作ったり、思い違いな
どなく有意義な話ができるように工夫したりもしました。

●改めて時間をとってもらって先生と話をするようにしています。先生だけでは判断で
きないような事柄については、校長先生にも同席してもらい話をするようにしていま
す。

●支援体制に関わることは、学校全体のことだったり予算が必要なことも多いので、担
任の先生とも思いを共有しながら、校長先生または教頭先生と話をするようにしてい
ます。必要であれば、教育委員会の担当者にも話を持っていくこともあります。すぐ
に解決しないことも多いですが、来年度からの工夫につなげてくれたり、来年度の工
夫に向けて今できることを一緒に考えてくれたりします。校長先生や教頭先生とも日
ごろからコミュニケーションを取っておくことをお勧めします。

保護者の体験談
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Q31. 学校と普段どんな風にコミュニケーションをとっていますか。

●学校に行ったときには、担任の先生だけでなく、教科担任や学年の先生、校長先生や
教頭先生にも積極的にあいさつをし、普段のお礼を伝え、気になったことは連絡して
いただけるようにお願いしています。会ったり話したりがトラブルのときだけだと、
お互いに気まずいと思います。先生にしていただいてうれしかったこと、友だちとの
素敵なエピソードなども、トラブルと同様に積極的に伝えて、話しやすい関係を作っ
ていきましょう。

●子どもが家でこんな話をしていました！とか、先生のお陰でこんなことができるよう
になりました！など、うれしかったことや感謝の気持ちは、できるだけ担任に伝える
ことにしています。何でも話せる関係づくりをいつも心がけています。うまく伝わら
ず、悩むこともありますが、一つずつ焦らず解決していくようにしています。

●先生は保護者には構える傾向がどうしてもあると思います。送迎でいつも顔をあわせ
るので、たわいもない会話もしつつコミュニケーションをとるようにしています。

●日ごろから先生との密なコミュニケーションを心がけ、先生とコミュニケーションを
取る際に、なぜ通常学級なのかという軸のところの説明を何度も繰り返すようにして
います。その軸を先生と共有していくことで、対応がブレそうになったときも、お互
い軸に戻れるようになっています。

●時間があれば学校に顔を出して担任の先生とはもちろん、校長先生や教頭先生とも話
をし、何でも相談できる、言い合えるような関係を作っています。学校であったうれ
しかったことや先生の発言で心に響いたことなども積極的に伝え、話がネガティブな
ことだけにならないようにしています。「このお母さん、ホンマはどう思ってるんや
ろ？」と不信感につながるようなことにならないように、裏表のないストレートな感
情表現を心がけています。

　そのような関係があった上で、少しでもモヤモヤすることやあれ？と思うことがあっ
たら、ため込まず、すぐに伝えるようにしています。

保護者の体験談
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Q32. 子どもの様子がいつもと違うと感じたとき、どのように学校に
聞きますか。

●放課後まだ時間があり、子どもの話だけではよくわからなかったり、すぐに確認した
方がいいようなことだったりしたら、担任の先生に電話をしています。継続的な支援
や支援方法の変更が必要なとき、子どもが深く傷ついているときなど重大なことのと
きは、担任の先生へ事実のみを書いた手紙を子どもに持たせ、話し合いの場を持てる
ようお願いし、学校へ行って直接相談するようにしました。手紙は後々残せるものな
ので、誤解を招かないように言葉に気をつけながら、先生の間で引き継ぎとしても使
えるように考えて書きました。

　連絡帳に書くという方法もありますが、子どもやその友だちも読む可能性を考えて、
うちの場合はあまり使いませんでした。

●子どもとの会話から問題が発覚したときには手紙を書きます。大人のやりとりに敏感
な子どもなので、内容を目にすることがないように、封をして持たせています。忙し
い先生に、時間があるときにゆっくり読んでもらえると思っています。その後、先生
から電話連絡をいただくことが多く、そのときに相談させてもらっています。緊急の
場合は、子どもを学校へ送ったときに、声をかけさせていただくこともあります。

　家ではあまり学校のことを話さないので、普段から学校での様子を先生方から聞くよ
うにしています。担任の先生、介助支援員※ 6、校長先生、特別支援コーディネーター
など、いろいろな方とコミュニケーションを取るように心掛けています。先生から「今
日は○○がんばってましたよ！」と、声をかけてくださることも多く、子どものちょっ
とした変化に気づけることもあります。

●娘の場合は知的障害があり、まだ語彙が少なく自分の気持ちや状況を詳しく話せない
ので、ていねいに会話しながら状況把握を試みますが、わからないことも多いので、
担任の先生に学校で変わったことがなかったか、電話で聞くことが多いです。気にな
る状況が続く場合や、モヤモヤすることがある場合は、電話や連絡帳でアポを取り、
学校へ行って直接話をすることもあります。普段からたくさんのコミュニケーション
を取っておくことで、お互い電話をしやすい環境を作っています。

●息子の場合、身体の不調や思いを自分で訴えることが難しいので、体調の変化や、何
か身体的な変化を感じたときには、担任の先生やついてくれている看護師に尋ねるよ
うにしています。また、学校生活のことで、友だちや介助支援員※ 6 など担任の先生

保護者の体験談
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以外の方から聞いて気になったことは、直接、担任の先生と話をするようにしてます。
お迎えに行ったときに少し話をする場合もあれば、重要な事柄はゆっくり話をする必
要があると思うので、時間をつくってもらい話をするようにしています。

※ 6 介助支援員・・・( 西宮市ホームページから引用 )
西宮市の小中学校等で、校園長や特別支援教育コーディネーター、担任等の指導のもと、次に掲げる活動を行い
ます。( ア ) 障害等で特に支援の必要な児童生徒の生活介助、活動支援や安全確保等の補助活動　( イ ) 担任との
打合せ、会議の参加、教材作成補助、事務、研修　( ウ ) その他校園長が指示する業務
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未来に向けて

Q33. 将来、障害があっても高校進学は可能ですか。

高校って、小中学校よりぐっと大人に近づきます。将来の夢や仕事、進学、恋愛？？そ
んなことを、障害のある子どもも高校でみんなと一緒に学び、生活しながら分かち合い
たいですよね。
毎年、全国各地で高校へと障害のある子がチャレンジしています。みんなで励ましあっ
て何年もチャレンジする人もいます。中学時代ほとんど不登校だったが定時制高校に行
き学校の雰囲気に元気になり同級生の仕事の話を聴いて、自分も働きたいと店にお願い
に行ったダウン症のＡ君。受験に際して時間延長や問題文の読み上げ、表情やうなずき
を読み取っての代筆、そんな配慮を受けて 2019 年に県立高校を合格し元気に高校生活
を満喫している医療的ケア※ 2 の必要なＢ君。公立高校だけでなく私学や専修学校、通
信制高校で学ぶ障害児も多くいます。一緒に考えていきましょう！！

※ 2 医療的ケア・・・( 医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律、文部科学省「学校における医療的ケ
アの必要な児童生徒等への対応について」から引用 )
医療的ケアとは、人工呼吸器による呼吸管理、喀痰吸引その他の医療行為をいいます。一般的に学校や在宅等で
日常的に行われている、たんの吸引、経管栄養、気管切開部の衛生管理等の医療行為を指します。

併せて、「医療的ケア児およびその家族に対する支援に関する法律」（医療的ケア児支援法）が 2021 年 9 月 18
日に施行されました。この法律では、「医療的ケア児及びその家族に対する支援は、医療的ケア児の日常生活及
び社会生活を社会全体で支えることを旨として行われなければならない」などとする基本理念を規定し、さらに
基本理念にのっとり、国・自治体、保育所・学校の設置者の責務や支援について定めています。都道府県知事の
指定等による「医療的ケア児支援センター」の設置についても盛り込んでいます。（web 医療と介護から引用）

●普段、学校でどんな配慮を受けているかも受験時の参考になると聞いたので、小学校
中学校でもできないことをそのままにせず、どう学習していくか相談するようにして
います。特に内申点がつき受験に影響する中学校では、テスト・提出物・ノートなど
すべて点数がついてしまうので、先生方もみんなと同じことができなくても点数がつ
くような学習配慮をいろいろ考えてくれています。学習障害のためノートに書くこと
が難しい板書については、本人がデジタルカメラで撮影してパソコンを使いプリント
アウトしノートに貼る作業をこなしてノートを作ることでノート点をつけてくれてい
ます。漢字が書けないので、テストなどではひらがなで書いても正答として点数をつ
けてくれています。発達障害の影響で完成が難しかったり忘れたりしがちな提出物に
ついては、個別に相談に乗ってくれたり手伝ってくれたりします。移動教室に手間取

未来に向けて

保護者の体験談
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Ⅰ .Q ＆ A

ることも多いので、授業中困っていることはないか、学年の先生方が協力して空いて
いる時間に見守りをしてくれたりもしています。今は中学校に入学したばかりで高校
受験はまだ先ですが、本人も今できることを一生懸命やって、普通高校へ進学できる
ようがんばっています。

●重度の知的障害のある娘は、これまで通常学級のみんなの中で一緒に育ち、楽しこと
もしんどいことも経験しながら、5 年生なりの心の成長を見せています。それを見て
いると、やはり、みんなと同じように高校生活も経験させてやりたいと、親としては
思います。自分自身を振り返っても、高校時代にはさまざまな心の葛藤があり、成長
を感じた時期でもあるので。日本全国で障害のある先輩がたくさん高校に進学してい
るのは知っているので、どのような入試の制度なのか、どのような配慮を受けて受験
をしたのかなどをこれから勉強し、娘がみんなと一緒に高校生になるために準備を進
めていけたらと思っています。

小学校を訪問し、自分の小学校時代やこれまで経験してきたことをもとに、障
害とは何かということや、毎日の生活のことなどを子どもたちに話しています。
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未来に向けて

Q34. 将来、自立できますか。

●私は出生時の事故により低酸素状態になり、四肢麻痺と言語障害を伴う脳性麻痺とい
う障害があり、普段は電動車いすで生活しています。私は兵庫県三木市で産まれ、保
育園、幼稚園、小学校（支援学級）、中学校（通常学級）まで自分の校区にある学校
で過ごしました。

　私は中学卒業後、地元の県立高校の普通科に進学しました。高校生活は母親が一部同
伴していたのであまり友だちもできず窮屈でしたが、大学進学に向けて日々勉強に励
んでいました。そして 1 年間浪人生活を送り、大学に合格し理工学部で物理学を勉強
することになりました。大学では友だちを作るためにサークルに入ったり大学院を目
指して勉強していましたが、将来がどうなるか分からず悩んでいました。そのような
ときに、今の活動拠点である自立生活センター※ 14 と出会い、ヘルパー制度を利用し
ながら地域で自立生活を送れることを知りました。大学卒業後は、西宮でひとり暮ら
しをしながら自立生活センターのスタッフとして活動をしています。

※ 14 自立生活センター・・・( コトバンク、メインストリーム協会リーフレットから引用 )
障害のある人が通常のアパートなどで、親元や入所施設ではなく独立した生活を営むために、障害者自ら ( 当
事者 ) が中心となって各種のサポートを提供する民間機関。全国に約 120 ヵ所あり、自立生活プログラムの提
供、自立生活を目指す障害者の仲間、有償介助人、ボランティア、権利擁護 ( アドボカシー )、公的制度情報
などの資源・ネットワークを提供しています。

●私は早産の影響により妊娠７か月目で産まれ、脳性麻痺という障害があり電動車いす
で生活をしています。大阪府豊中市で産まれ、同市が共に生きる教育の先進地域だっ
たこともあり、小学校から高校まで自分の校区にある普通校に通いました。

　そして現在、私は兵庫県西宮市にある自立生活センター※ 14 で働いています。自立生
活センターでは障害当事者が中心となり、社会を変える、いわゆる「障害者観を変え
る」仕事をし、ヘルパー制度を利用しながらひとり暮らしをしています。高校卒業し
たてのころは一般の会社に就職活動なども行いました。自立生活センターに出会って
からは「そもそも障害とは何なのか」ということなどを学んできました。介助者と共
に生活する中でいろいろ指示を出すことも多くあります。私は小さいころから幸運に
も分けられることなく教育を受けることができました。分けられることなく共に生き
てきた事実が、今の生活の基盤になっていると日々痛感しています。

障害のある先輩の体験談
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Ⅱ．用語の説明

※ 1 相談支援専門員・・・( 西宮市相談支援の手引きから、一部引用 )
子どもが障害福祉サービスや障害児通所支援、放課後等デイサービスなどを利用する場
合、障害児計画相談の本人中心支援計画を立てることになっています。その計画を一緒
に立ててくれるのが、障害児相談支援事業所にいる相談支援専門員です。
障害児相談支援事業所一覧は以下のリンクから検索できます。
http://momo.nishi.or.jp/kaigo/ ⇒「介護・障害福祉サービス事業所一覧の閲覧」をクリッ
ク⇒「障害児相談支援」に✓を入れ「検索」

※ 2 医療的ケア・・・( 医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律、文部科学
省「学校における医療的ケアの必要な児童生徒等への対応について」から引用 )
医療的ケアとは、人工呼吸器による呼吸管理、喀痰吸引その他の医療行為をいいます。
一般的に学校や在宅等で日常的に行われている、たんの吸引、経管栄養、気管切開部の
衛生管理等の医療行為を指します。

併せて、「医療的ケア児およびその家族に対する支援に関する法律」（医療的ケア児支援
法）が 2021 年 9 月 18 日に施行されました。この法律では、「医療的ケア児及びその
家族に対する支援は、医療的ケア児の日常生活及び社会生活を社会全体で支えることを
旨として行われなければならない」などとする基本理念を規定し、さらに基本理念にのっ
とり、国・自治体、保育所・学校の設置者の責務や支援について定めています。都道府
県知事の指定等による「医療的ケア児支援センター」の設置についても盛り込んでいま
す。（web 医療と介護から引用）

※ 3 保育所等訪問支援事業・・・( 西宮市ホームページから引用 )
子どもたちが保育所、幼稚園、小学校等の集団生活において支援が必要な場合、専門的
な知識・技術を有する訪問支援員が訪問し、一人ひとりの発達に合わせたアドバイスを
保護者や担任の先生などに行います。
詳しくはインクルネット西宮にご相談ください。
保育所等訪問支援事業所一覧は以下のリンクから検索できます。
http://momo.nishi.or.jp/kaigo/ ⇒「介護・障害福祉サービス事業所一覧の閲覧」をクリッ
ク⇒「保育所等訪問支援」に✓を入れ「検索」

※ 4 障害者差別解消法・・・( 内閣府ホームページから引用 )
国連の「障害者の権利に関する条約」の締結に向けた国内法制度の整備の一環として、

Ⅱ．用語の説明
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全ての国民が、障害の有無によって分け隔てられることなく、相互に人格と個性を尊重
し合いながら共生する社会の実現に向け、障害を理由とする差別の解消を推進すること
を目的として、平成 25 年 6 月、「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」（い
わゆる「障害者差別解消法」）が制定され、平成 28 年 4 月 1 日から施行されました。
第一条（目的）　この法律は、障害者基本法（昭和四十五年法律第八十四号）の基本的
な理念にのっとり、全ての障害者が、障害者でない者と等しく、基本的人権を享有する
個人としてその尊厳が重んぜられ、その尊厳にふさわしい生活を保障される権利を有す
ることを踏まえ、障害を理由とする差別の解消の推進に関する基本的な事項、行政機関
等及び事業者における障害を理由とする差別を解消するための措置等を定めることによ
り、障害を理由とする差別の解消を推進し、もって全ての国民が、障害の有無によって
分け隔てられることなく、相互に人格と個性を尊重し合いながら共生する社会の実現に
資することを目的とする。

※ 5 合理的配慮・・・( 内閣府「障害を理由とする差別の解消の推進に関する基本方針」
および「西宮市障害を理由とする差別の解消及び誰もが暮らしやすいまちづくりの推進
に関する条例【解説】」参照 )

「障害を理由とする差別とは、障害を理由として、商品やサービスの提供を拒否したり、
制限したり、条件をつけたりするような行為（不当な差別的取扱い）をいいます。
また、障害のある人が何らかの配慮を求めても、大きな負担とならないにもかかわらず、
合理的な配慮を行わないこと（合理的配慮の不提供）も、差別にあたります。
障害のある人の中には意思表示をすることが難しい人もいるため、家族などが本人の意
思を代弁した場合や、困っていることが客観的に明らかな場合も合理的配慮を提供する
必要があります。」
合理的配慮とは、障害のある人もその人らしく生きていくための、理にかなった工夫の
積み重ねを続けていくことと考えてよいでしょう。本来、学校こそが、障害のある人か
らの合理的配慮の申し入れを待つという受け身的姿勢ではなく、学校から積極的に合理
的配慮の提案をしていくべきものであると考えます。
学校にいろいろな配慮をお願いしていくことは、遠慮がちになりますが、他の子どもた
ちにとっても学びやすくするための環境整備を進めていくことになります。遠慮するこ
となく合理的配慮をお願いしましょう。

※ 6 介助支援員・・・( 西宮市ホームページから引用 )
西宮市の小中学校等で、校園長や特別支援教育コーディネーター、担任等の指導のも
と、次に掲げる活動を行います。( ア ) 障害等で特に支援の必要な児童生徒の生活介助、
活動支援や安全確保等の補助活動　( イ ) 担任との打合せ、会議の参加、教材作成補助、
事務、研修　( ウ ) その他校園長が指示する業務
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Ⅱ．用語の説明

※ 7 学校協力員・・・( 学校協力員募集案内から引用 )
西宮市立の小学校、中学校において、障害等により特に教育的配慮の必要な児童・生徒
への支援等の活動を行うものです。

※ 8 ファミリーサポートセンター・・・( 西宮市ホームページから引用 )
地域の中で子供を預け、預かりあい、地域ぐるみの子育て支援を目指すものです。「子
育ての援助をしてほしい人（依頼会員）」と「子育ての援助をしたい人（提供会員）」が
会員となって、依頼・提供・両方会員のいずれかに登録し、お互いが助け合いながら、
地域の中で育児の援助活動を行なう、会員制の組織です。

※ 9 留守家庭児童育成センター・・・( 西宮市ホームページから引用 )
留守家庭児童育成センターは就労等により昼間、家庭に保護者がいない小学校 1 ～ 3
年生（障害のある児童は 6 年生まで、また、市が指定する育成センターは 4 年生まで）
の児童に、放課後や夏休み等の長期休業期間中、適切な遊び及び生活の場を提供し、健
全な育成を図るため市が設置している施設です。

※ 10 西宮市障害を理由とする差別の解消及び誰もが暮らしやすいまちづく
りの推進に関する条例・・・( 西宮市ホームページから引用 )
2020 年 7 月 1 日に施行され、( 市の責務 ) 第５条の４には、「市は、西
宮市立学校において、幼児、児童、生徒又は学生が、障害の特性に応じ
た教育を受けられるよう必要な措置を講ずるとともに、これらの者が障害の有無にかか
わらず、共に学ぶことができるよう必要な取組を行うものとする。」とあります。

※ 11 就学相談・・・( 西宮市ホームページから引用 )
障害などにより、特に教育的配慮を要するお子さんの就学にあたって、お子さんが十分
力を発揮し、楽しい学校生活を送るために、一人ひとりの教育的ニーズ、保護者の方の
思いや願いを把握することを目的に、就学に向けての個別の相談「就学相談」を実施し
ています。

【参考】西宮市就学支援ガイド
https://www.nishi.or.jp/kosodate/kyoiku/kyoikuiinkai/tetsuzuki/
shuensodan.files/R3syugakushiengaido.pdf　

※ 12 トライやるウィーク・・・( 西宮市ホームページから引用 )
「トライやる・ウィーク」は、中学校 2 年生を対象に兵庫県で平成 10 年 (1998 年 ) よ
り実施されており、地域や自然の中で生徒の主体性を尊重した活動や体験を通して、豊
かな感性や創造性などを自ら高めることができるよう支援する、「心の教育」を推進す
る活動です。
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「トライやる・ウィーク」の名称は「挑戦する : トライ」とともに「学校・家庭・地域の三者 :
トライアングル」の意味が込められています。

※ 13 特別支援教育コーディネーター・・・( 文部科学省ホームページから引用 )
特別支援教育コーディネーターを校務として明確に位置付けることにより，学校内の教
職員全体の特別支援教育に対する理解のもと学校内の協力体制を構築するとともに，小・
中学校又は盲・聾・養護学校と関係機関との連携協力体制の整備を図る。
具体的な役割として，小・中学校の特別支援教育コーディネーターは，（1）学校内の関
係者や関係機関との連絡・調整，及び，（2）保護者に対する学校の窓口として機能する
ことが期待される。

※ 14 自立生活センター・・・( コトバンク、メインストリーム協会リーフレットから引用 )
障害のある人が通常のアパートなどで、親元や入所施設ではなく独立した生活を営むた
めに、障害者自ら ( 当事者 ) が中心となって各種のサポートを提供する民間機関。全国
に約 120 ヵ所あり、自立生活プログラムの提供、自立生活を目指す障害者の仲間、有
償介助人、ボランティア、権利擁護 ( アドボカシー )、公的制度情報などの資源・ネッ
トワークを提供しています。
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Ⅲ．紹介：子どもの特性などを、短い時間でわかりやすく説明するための工夫例

Ⅲ．紹介：子どもの特性などを、短い時間で
わかりやすく説明するための工夫例

就学時や進級時に学校の先生と話し合うときに、限られた時間で子どもを知ってもらう
ため、紹介する用紙を作って読んでもらっている、自閉スペクトラム症の子の保護者も
います。その保護者が作っている用紙の形式を、一例として紹介します。		
							     
専門家の見解は、診断書や検査結果、医師の意見書などを提出し、放課後等デイサービ
スなどの支援者の意見は、計画相談で共有していることと思います。			 
それとは別に、この用紙は特性だけに限らず、家庭での子どもとのコミュニケーション
の取り方や、家でどのように過ごしているか、本人と保護者の思いなどを紹介すること
で、自分で思いを表現しにくかったり誤解されやすかったりする本人が、先生や周囲の
人と信頼関係を構築する助けになれたらいいな、という思いで作成しています。忙しい
中でもパッと読んで覚えてもらえるように、できるだけ短くして A4 一枚くらいにまと
めています。

自閉スペクトラム症のうちの子どもは、初めてのこと・環境・人が極端に苦手でパニッ
クを起こすことも多いため、毎年新年度すぐに担任の先生との面談をお願いしていま
す。									       
忙しい新年度の限られた時間で、「保護者と先生」ではなく、「本人と先生」の対話に時
間を使いたい、そのために私はこのような用紙を作りました。
私の思いはこの用紙に込めてあとで読んでもらい、面談の時間はできる限り本人と先生
とで話をしてもらいたかったのです。						    
また、関わる先生方みんなで共有してもらい、コミュニケーションが取りにくい本人と
気軽に関われるようになってもらえたら、という思いもあります。			 
たくさんの人に読んでもらうと、本人や友だちの目にも触れるかもしれません。	
私は、本人や友だちが読んでも構わないように、書いています。			 
ただ、これはあくまで子どもの紹介を目的としたものです。			 
細かい支援の方法やお願いしたいことは、別に話し合いをしたり文書で説明したりなど
していました。								      
	
環境・特性などみんな違いますし、人によってさまざまな書き方があると思います。	
みやっこファイルや放課後等デイサービスで使用している用紙などを用いることもでき
ます。								      
もしオリジナルにこんな用紙を作成するときには、よろしければ参考にしてください。	
この例にとらわれず、その子に合った紹介方法を工夫してみてください。
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								        日付

○○ (お子さんの名前 )のこと紹介します

＜症状など＞
◎感覚過敏があります
　目→まぶしがります。晴れた日の屋外では上を向けません。
　　　カメラのフラッシュが苦手です。			 
　耳→大きな音が苦手です。校内放送の音がつらいです。
　　　うるさい中では指示を聞き取ることができません。

◎痛みには鈍感で、怪我に気づかないときがあります。

◎体の感覚が鈍いので、尿意がわかりません。
　休み時間にトイレに行けないかもしれません。
◎人がたくさんいるところを怖がります。
◎コミュニケーションについて
　→長い指示は、最初と最後しか覚えていません。
　→考えるのがゆっくりなので、少し待ってあげてください。
◎言葉でのコミュニケーションが苦手です。
　→ 2 つの選択肢から 1 つを選ぶことはできます。
　→絵カードなどを使うと、気持ちを表現できます。
◎注目されるのが苦手です。
　→何か話そうとしていたら、本人を見ずに耳だけで聞いてください。
◎トイレがまだ自立していません。
　→休み時間ごとに声をかけてもらえると、自分で言えるようになるかもしれません。

題名・項目・内容など、どれも一例です
いろいろな例を挙げてみました

書いた年度などがわかるように

障害のために
人と違うことや、
誤解されそうな
ことなどを書く

特に注意してほしいことや、
命に関わるようなことは、
目立つように工夫をする

子ども紹介用紙の例
※どうしても伝えたいことに絞って簡潔に書くことで、忙しい先生が読みやすいように

しています。
※自分の障害を理解できるようになったときには、本人と一緒に作っていけたら、本人

の障害理解にも繋がるかもしれません。本人と相談して、本人の嫌なことや乗り越え
られたことは書かない、などアップデートしていけたらいいですね。



78

Ⅲ．紹介：子どもの特性などを、短い時間でわかりやすく説明するための工夫例

◎同じ姿勢を続けると、しんどくなります。
　→定期的に体位を変えるように支援のお願いを
　　していますが、しんどそうなときは気にかけ
　　てもらえたらうれしいです。
◎言葉でのコミュニケーションができません。
　→顔色、表情などでわかるときもあります。
　→家では、「はい」⇒手を上げる・首を横に振る、「いいえ」⇒無反応・強く首を横に振る、
　　「考え中」⇒目をキョロキョロする、という形でコミュニケーションを取っています。
◎体をモゾモゾさせるときは、どこか不快なところがある可能性があります。
◎顔が赤いときは、熱がこもってしまっているのかもしれません。
　→発汗が少なく、体温調節が難しい体質です。

＜好きなこと・嫌いなこと・得意不得意など＞
◎絵本が大好きです。
　特に、言葉のリズムの良い絵本を読んであげると喜びます。
◎電車が大好きです。
　気持ちを落ち着ける時は、阪急電車の運転席の話をすると、落ち着くことが多いです。

＜幼少期からのエピソードなど＞
支援を考える糸口になるようなことや、本人の人となりがわかるようなことなど

◎幼稚園の生活発表会では、セリフを言ったりはできないけれど、大道具の柱をちょう
どいいタイミングで片づけることにこだわり、一生懸命練習して、本番成功しました。

◎小さいときから、友だちの声を聞くと笑顔になります。みんなの中で過ごすのが好き
です。

＜学校でのエピソードなど＞	
可能なら、前年度の先生に書いていただけたり教えていただけたりしたら、わかりやすい

◎教科書は読めないですが、何度か一緒に読むと覚えて、暗唱することもあります。
◎ボールは、下から投げてもらえたら、取れることが多いです。
◎友だちが手を挙げるのを見ると、一緒に手を挙げようとしていました。

会話の糸口になるように、
好きなことや
得意なことなども書く

「できない」ではなく、「こうしたらできる（かも）」
「こうしたらうまくいったことがある」というように書く

これはあくまで紹介文
なので、必要な支援に
ついては細かい内容を
別に相談して
決めてください。
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＜これからできるようになりたいこと＞
●本人の思い
◎友だちと一緒に登下校したいです。
◎手伝ってほしいことがあるときに、
　「手伝って」と言えるようになりたいです。

●保護者の思い
◎困ったときに、自分で周囲に助けを
　求められるようになりたいです。
　家でも練習しますが、学校でも機会があれば、
　自分で言えるようにご指導いただけたらうれしいです。

これはあくまで一例です。
その子に合った支援の方法を

「先生や学校と一緒に考える」ことが大切です。

子ども本人の思いを書く。
ひとりで考えるのが難しい場合は、
たくさん話をして、本人のサインを見て、
思いに寄り添いながら書いていく。

保護者の思いとして、どう
育てたいか、将来のことなど、
未来を考えながら書いていく。
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Ⅳ．本人、保護者からのメッセージ

本人からのメッセージ

「これまでの人生を振り返って ～障害のある先輩から～」
私は、デュシェンヌ型進行性筋ジストロフィーという、全身の筋肉が衰えていく病です。
幼稚園、小・中・高・大学（院）は、普通校に通いました。

小学校前半までは、歩行もできていたので集団登校していましたが、３年生ごろから徒
歩通学が難しくなり、母に車で送迎してもらうようになりました。６年生からは、車い
すに乗って生活するようになり、このころから、友だちや近所の方々、学校の先生方、
社会の人たちにお世話になる機会が、とても増えたと思います。主に母が動いてくれま
したが、学校側も、役所や教育委員会などのしばりがある中、いろいろな配慮をしてく
れました。例えば、
・要望どおりに、支援学級ではなく、普通学級に入った。
・障害に理解のある先生が、担任になった。
・大学生やボランティアなどの支援員が配置された。
・仲が良く、手伝ってくれる友だちと同じクラスになった。
・エレベーターはなかったので、学年のクラスを３階から２階に下げてくれた。
・遠足・自然学校・修学旅行などの行事も、ボランティアをつけてくれて、保護者付き

添いなしで参加した。
などです。
時々悪口やからかう子たちもいましたが、友だちもでき、幼なじみや理解のある子たち
も多くいたので、楽しい小学校生活でした。ただ、ひとつだけつらかった記憶がありま
す。6 年生のころの私は、周囲の人に世話になってばかりだったためか、少々わがまま
になり、クラスから孤立してしまったことです。この苦い経験があり、中学生からは心
を入れ替えようと思った思い出があります。

中学校も母が私の意思を押し通してくれて、友人たちと同じ近辺の中学校に通うことが
できました。晴れの日は、母や幼なじみ、そのお母様が車いすを押してくれて、雨の日
は母に車送迎してもらい通っていました。学校生活は、小学校の苦い経験を元に自分を
見直したおかげでしょうか、友人も自然と増え、私の身の回りの世話も、徐々に周りの
クラスメイトも手伝ってくれるようになりました。このとき、手助けを頼む側の接し方
や態度、心遣いなどを学ぶことができた気がします。
日々の友人との交流、学校の授業、部活動、行事の参加（修学旅行等）など、中学校時
代はとても充実した、一番思い出深く、楽しく過ごせた時期でした。高校受験に関して

Ⅳ．本人、保護者からのメッセージ
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も、私は普通校に通うことにしたかったので、市や教育委員会、該当高校に何を言われ
ようと、意思は曲げませんでした。受験当日は、個室を用意していただき、別室で母は
待機、という状況で受験し、無事合格できました。

高校時代は、中学校のように介助の方をつけてもらわず、クラスメイトや先生方が、身
の回りのことを手伝ってくれていました。幼なじみも同じ高校に進学でき、ここでもま
た彼を軸に手伝ってくれるクラスメイトが増えていったので、今でもとても感謝してい
ます。
修学旅行の際には、学年主任や何人かの先生は、責任をもてないと、私を連れていくの
を渋っていましたが、そのときの担任の先生が、快く引き受けてくださり、無事修学旅
行で楽しい思い出を残すことができました。（修学旅行は、ヘルパーの方に同行しても
らいました。）人生で一番の友人たちにも出会え、勉強も、文化祭や修学旅行などの行
事も、すべてが思い出深いものでした。このとき思ったのですが、障害の程度などによっ
ては無理かもしれませんが、あまり保護者やヘルパーのような介助する人が、四六時中
付き添ってしまうと、クラスメイトが近寄りづらくなり、あまり手伝ってくれにくくな
る場合があるので、その辺りの距離感は大事になってくると思います。

大学は指定校推薦で、自宅から距離が近く、自分の成績（評定平均）でもいける大学に
進学しました。
大学（院）生活は、今までの友人とも離れてしまったのと、症状の進行が進み、介護が
ある程度難しくなってきたこともあり、大学側が契約している介護事業所からヘルパー
の方を派遣してもらい、ときに周りの大学生や新しい友人たちにも手伝ってもらったり
しながら、過ごしました。大学時代で得られたことといえば、学問もそうですし、視野
を広げることもありますが、一番は、周りの見ず知らずの人に、自ら声をかけて、手助
けをしてもらう、ということができるようになったことです。
社会に出たとき、誰しも他人に助けてもらうことなく生きていくことは、絶対にできま
せん。私たちのような障害のある人たちなら、なおさらです。そういったときに、快く
手伝ってもらえるように、お願いする相手の心情を考えた声掛けなども、これから多く
の周りの人たちに助けてもらいながら生きていかなくてはいけない、私たち障害のある
ものにとって、大事なスキルとなると思います。

大学院を卒業してからは、体力面の問題もあり、仕事に就くことができず、何年間か実
家暮らしをしながら、資格をとる勉強をしたり、自分ができる仕事を探したりしていま
した。ヘルパーや、月一回の短期入所を利用しながら生活していましたが、主には母が
日常介護をしてくれていました。しかし、母も段々と体力的にも苦しくなってきたこと
もあり、自分自身の自立のため、ひとり暮らしを決心し、実家の近くに家を見つけ、つ
いにひとり暮らしが実現しました。今では、ヘルパーの方に日中、夜勤と来てもらい、
月に一度実家に帰りながら、生活しています。金銭面は、障害者年金や実家からの仕送
り、パソコンでできる短期な仕事をしながらやりくりしています。
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Ⅳ．本人、保護者からのメッセージ

保護者からのメッセージ

「友だちといっしょに」
就学前健診のとき、当時の校長先生たちに特別支援学級を強く勧められました。ほんの
数年前なのに、まだ当時ははっきりとした障害の診断のある子が通常学級を選ぶことが
比較的珍しく、難しかった時代でした。
息子は、今思えば乳児期から発達が独特でとても育てにくい子どもでしたが、第一子と
いうこともあり、発達が遅くても私も周囲も気づきませんでした。幼稚園に入園して、
集団行動が極端にできなかったり、登園時から一日中泣き続けたり、幼稚園の疲れから
か家で 5 時間続けて泣くなどがありましたが、それでもしつけ不足、愛情不足なのでは？
と取られ、障害を疑うことも疑われることもなかったのです。誰も彼の気持ちをわから
ないまま、彼は成長しました。そして、4 歳半のときのカウンセリングで初めて、広汎
性発達障害（今の自閉スペクトラム症）の可能性を指摘され、5 歳で正式に診断名がつ
きました。
障害の可能性を指摘されてから、私は発達障害について勉強し、やっと彼の泣く理由が
わかってきました。泣いている彼に「もしかして○○って思っている？」と聞いたある
とき、「やっとママがわかってくれた！ぼくが何をしてもみんな怒る ‼ みんなみんな、
大嫌いだ ‼ でも、ママはわかってくれたから好きだよ…」とわんわん泣きました。な
んてかわいそうなことをしていたのかと、今でも思い出すと涙が出ます。
生まれつきの障害を背負う彼にとって、『普通』とは何かわからないと言います。自分
ができないことやしんどいことが障害のせいなのか、自分の我慢や努力が足りないのか、
自分では判断がつかないのだそうです。そして、「みんなはできるけど、ぼくはできない。
ぼくはダメな子だ。」という、『みんな』と『自分』という分け方を彼の中でしていました。
入学前の校長先生との話し合いの中で、「息子に『みんな』はひとりひとり違うことを
教えるために、一分一秒でも多く『みんな』と過ごす時間がほしいのです。同じ年ごろ
の子が何十人も一緒に生活できることは、学校以外にはおそらくもう一生無い、大切な
人間関係や社会性を勉強できる機会です。彼にチャンスをください。」と頼み込み、やっ
と通常学級への入学を受け入れてもらえました。
小学校 1 年生の初めのころ、息子ができなかったり泣いたりするのを不思議そうに見て
いた子どもたちに「○○が嫌なんだって」などと伝えると、「ぼくも嫌だったけど、こ
うしたらうまくいったよ！」「わたしもしんどかったけど、何日かしたら楽になるよ！」
など、みんなで息子を励ましてくれました。

振り返ると、私は本当に多くのさまざまな人々に支えられながら生きてきたのだと、改
めて実感します。これからも常に感謝の気持ちを忘れることのないように、さまざまな
人々と関わりながら、より良い人生を送っていこうと思います。自分自身が健康に生き
ていくことも、少しの恩返しになると信じて。
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今の彼は、やっぱりできないことはたくさんあるけれど、たくさんの理解者に恵まれ、
『みんな』じゃないひとりひとりみんな違う友人に囲まれ、学校生活を送っています。「勉
強は嫌いだけど、友だちと話せるから学校に行くよ」と言いながら、毎日元気に登校し
ています。

「ぼくはぼくだから」
幼稚園のころは、毎朝、送って帰るときに大泣きをしていたのですが、迎えに行くと良
い表情になっていて、充実した毎日を過ごしていました。友だちに誘われると苦手なこ
とも挑戦できたり、そのおかげでできなかったこともできるようになったりと、子ども
同士のパワーの凄さを日々感じていました。それが後押しとなって、「小学校でもたく
さんの友だちと充実した日々を過ごさせてあげたい」と強く思うようになっていきまし
た。また、息子も通常学級で勉強することを望んでいました。
就学前検診では最初から通常学級を希望していたのですが、身体バランスの不安定さを
理由に、特別支援学級を勧められました。ひとりでは危険が伴う場面も多かったので、
必要なときだけでもサポートしてくださる方についてもらいたいと、教育委員会や学校
に何度もお願いにうかがいました。なかなか快い返事はいただけず、不安な日々を送っ
ていましたが、今では、体育や移動時など、危険が伴うときには介助支援員がついてく
ださり、通常学級で楽しく充実した学校生活を送ることができています。毎日、みんな
で生活することで、周りの子どもたちも息子を理解してくれるようになっています。そ
して友だちに助けてもらい、ときには息子も友だちを助ける姿を見ていると微笑ましく
思えます。
障害の特性上、がんばってもできないことがたくさんあります。そのことで何度も落ち
込んだり、悩んだりを繰り返してきました。周囲と比べて否定的に考えるのではなく、「○
○ちゃんは、○○ちゃんらしく！」とそのままの姿が素敵なのだと言うことをいつも伝
えています。息子も「ぼくはぼくだから、これでいいんだ！」と言ったりもします。
学校生活は本当にいろいろなことが起こります。その度に親子で話し合い、先生と相談
して良い方向を見つけています。

「迷ったけど、決めてよかった」
息子は医療的ケアが必要で、重い障害を抱えています。「自分の校区にある小学校へ通
わせたい！」そう思ったきっかけは、年長の 1 年だけ通った地域の幼稚園でした。地域
の幼稚園での生活は息子にとって本当に刺激的なものでした。友だちは、子どもたちな
りに息子の障害を受け入れ「これはできない」ではなく「どうやったら一緒にできるか」
考え、行動してくれ、改めてインクルーシブ教育の大事さを実感しました。就学につい
ては、特別支援学校か自分の校区にある学校かで本当に悩みました。しかし、特別支援
学校を選択することで、幼稚園で築かれた地域の繋がり、子どもたちの繋がりが切れて
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しまうのが淋しかったし、何よりたくさんの友だちの中で過ごすことが、今の息子にとっ
て一番大事にしたいと思ったので、自分の校区にある小学校に進むことを選択しました。
入学式を迎えるまでは正直緊張と不安しかありませんでした。しかし同じクラスには幼
稚園で一番仲良くしていた友だち A ちゃんが一緒！はじめは、近寄り難そうにしていた
友だちも、A ちゃんが休み時間ごとに息子のところにきてくれることで、ポツポツ声を
かけてくれるようになり、あっという間にたくさんの友だちに囲まれるようになりまし
た。自ら図書室で車いすのことを調べていた友だち、車いすに座っている息子からはど
んな景色が見えているのかと、息子の目線に腰をおろして一緒に眺めてくれる友だちな
ど、子どもたちなりに息子のことを理解し関わってくれています。病気のために反応が
乏しかった息子も、みんなが授業中に手を挙げる声と一緒に自分も手を挙げる素振りを
してみたり、音楽の時間にはみんなの歌う声に合わせて口を動かしてみたり、表情もと
ても豊かになりました。小さなことではありますが、息子にとってはすごく大きなこと
であり、有意義な学校生活を送っています。

「他の子どもたちが普通にそうするように」
娘はこの場所に住んでいるのだから、この場所で周りに住んでいる子どもたちと一緒に
大きくなっていってほしいといつも思っています。そんな思いがあり、就学前に下の文
章を作成し、教育委員会に提出をしました。それぞれの子どもが、そのまんまの自分で、
当たり前にここにいることができますように。

≪入学前に教育委員会に提出した文書≫
A は、〇〇という疾患を持っています。いろいろと障害がありますが、障害があっても、
自分の校区にある学校でみんなと学びたい、生活したい、友だちを作りたいと願ってい
ます。
障害のある子どもが将来にわたって地域で生きていくためには、周りに理解して支えて
くれる人たちが必要なのです。そのためには、遠くの特別支援学校へバスで通学するの
ではなく、この地域で生活をし、自分の校区にある学校へ他の子と同じように通い、地
域の一員になることが大切だと考えています。共に生活をする中で、お互い理解しあえ
るものと信じています。
地域の子どもが障害のある子の生活を見たことがなければ、その子を見かけたとき、怖
い、どう接したらいいかわからないなどのネガティブな感情が生まれるかもしれません。
しかし、その子が同じ学校に通い、一緒に生活し、一緒に笑いあっていれば、近所で見
かけても、親しみを覚えるのではないかと思います。「おはよう」と声をかけてくれる
人が近所にたくさんいる、そんな当たり前の日常が、障害のある子にとっては、大きな
プラスになると考えています。
現在、A は〇〇幼稚園に通っています。早くから同年代の子どもとの交流が必要と言っ
ていただき、1 歳のときから母子同伴での園庭開放に参加させていただきました。その
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後 2 歳時からは親の付き添いなしで幼稚園のプレクラス、園児と続き、現在 4 年目の
秋を迎えています。プレクラスの最初は歩くこともできず座位も安定しない、話すこと
もできない状態でのスタートでしたが、A はいつも周りに興味があり、友だちのことを
観察しながら過ごしていました。いつも笑っていて、全身で楽しんでいることを伝えて
いました。友だちのところに行きたい、話していることを聴きたい、思っていることを
伝えたい。楽しそうに過ごしている友だちや先生と関わることで、A の心に自然と湧き
出てきた欲求。それを満たすため、自ら立ち上がり、歩き始め、手を使ったサインで会
話をし、その後言葉も獲得していきました。
いつでも幼稚園が大好きな A。朝起きると決まって「今日は幼稚園？」と聞きます。幼
稚園の門まで送っていくと、バイバイを言うことも忘れ、後ろも振り返らず、一目散に
園庭に消えていきます。そしてたくさんの友だちに囲まれて笑っています。　　　　　　　
家ではあまり食べないご飯も、幼稚園では完食してきます。幼稚園から帰ってくると、
今日あったことを楽しそうに話してくれます。みんなと一緒に過ごすことを心から楽し
んでいます。

プレクラス開始当初は、歩けるようになることはもちろん、会話を楽しめるようになる
なんて、想像することもできませんでした。友だちの中で大きく成長できたこの数年。
小学校に上がっても、このままみんなの中で笑って過ごしたい、過ごさせてやりたいと
切に願っています。他の子どもたちが普通にそうするように。

具体的に以下 2 点を要望したいと思っています。

◎学校生活を送るために、介助員の配置をお願いしたい！
A には障害があり、成長が遅いため、現時点ではできないことがたくさんあります。で
きないから排除するのではなく、どうすれば一緒にできるようになるかを考えていただ
きたいと思います。A は階段の昇り降り、排泄、食事等において介助が必要です。豊か
な学校生活をおくるためには、介助員が必要です。介助員の配置をお願いいたします。

◎食事介助のために、胃ろうからの注入ができる方の配置をお願いしたい！
A は食事を口から摂ることが苦手で、食事のほとんどを胃ろうからの注入に頼っていま
す。トレーニングを続け水分は口から飲めるようになりましたが、食事をすべて口から
摂るのはまだまだ難しいです。そのため、給食の時間に、口からの食事と胃ろうからの
注入において介助が必要です。胃ろうからの注入ができる方の配置をお願いいたします。

上記 2 点に関して、早急に話し合いの場を持ちたいと思っていますので、日程調整をど
うぞよろしくお願いいたします。
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Ⅳ．友だち、きょうだいからのメッセージ

友だちからのメッセージ
●私が一番接するときに大切にしているのは、『話を聞く』ということです。当たり前

のことですが、今思っていること、どうしてほしいかなどは、態度だけではやはりわ
からないものだと思います。ゆっくりでいいので、どうしたいか、どう思っているか
などを伝えてほしいです。そうすれば、私たちも何か手助けができると思います。学
校のクラスメイトたちは、普通に、自然に接してくれます。なので、心配しなくても
クラスメイトは待ってくれるので、大丈夫です。

● A 君は、僕にとって一番付き合いの長い友だちのうちの一人です。A 君は、集団行動
や予想外のできごとへの対応があまり得意でないらしいですが、普段は一緒に話した
り、遊んだりして、とても仲良くしてもらっています。

　５年生のときの自然学校の前には、二家族でリハーサルにいきました。そこでは、実
際に野外炊事をしたり、本を読むことができるスペースを確認したりしました。本番
では同じ班になって、４泊５日の間、楽しく過ごすことができました。

　中学生になってからは、体育で５０m のタイムを計る日がありました。A 君はなかな
か走りだすことができず、スタートラインに座ったままじっとしていました。そこで、
その場にいた男子全員で走ることになりました。すると、A 君も走り出し、ゆっくり
ではありましたが、５０m を完走することができました。

　A 君が困っているときは、僕やクラスの友だち、先生が A 君を手伝っています。みん
な、そのことを特別なことだとは思っていないと思うし、僕も困っている人を手伝う
ことは当たり前のことだと思っています。

●わたしの ANGEL							     
　はじめて出会ったのは四年生のときでした。とても元気で、笑顔を絶やさないステキ

な女の子でした。そのころのわたしは、女の子の友だちはあまりいませんでした。そ
して、女の子は苦手でした。

　ある日、この元気なクラスメイトは、自らわたしに寄ってきました。ニコニコしなが
ら「ご注文は何がいいですか」と聞いてきました。ははーん、お店屋さんごっこをし
ているんだなと思いました。勇気を出して「タピオカください」と言うと、どこかに
行ってしまいました。しばらくするとタピオカらしき絵がかかれたホワイトボードと
レターをわたされました。どうしたらいいかわからなかったけど、ボードの絵を消し
て返しました。すると「またのおこしを～」と仲間たちと声を合わせいっせいに言わ

Ⅴ．友だち、きょうだいからのメッセージ
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れました。私は今でもこのことをハッキリとおぼえています。そして、わたしの名前
を呼んでくれた時、初めて手をつないだこと。あの手の温かさまで心に残っています。

　登校の時、信号待ちをしている○○ちゃんが私に気がついて、足をバタバタさせて体
いっぱいでよろこびの表情を見せてくれて、感げきしました。

　そして、私の祖母も○○ちゃんと親友です。うちに来るとおはなしをしたり、体そう
したりニコニコ笑いながら楽しそうにしています。六十才以上も年がはなれているの
に、不思議なほど二人は気が合うようです。わたしは学校に行きたくない日もあるけ
ど、○○ちゃんがいると思うと、がんばって行く気持ちになります。

　○○ちゃんも、わたしも、祖母も、年れいや性格もできることも違うけど、いっしょ
の人間です。○○ちゃんの笑顔、本当に天使です。わたしは○○ちゃんからいっぱい
愛をもらっています。

　しょう来、わたしは人のお世話をするような仕事をしようと考えています。支えるの
ではなくてそっと手をそえるような仕事です。

　これからも、ずっと○○ちゃんと仲良くしていきたいです。
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Ⅳ．友だち、きょうだいからのメッセージ

きょうだいからのメッセージ
●兄は、学校にいる友だちとかわりません。しょうがいがあると思ったこともありませ

ん。けんかをたくさんするけれど、いっしょに遊びます。
　学校では、兄の友だちにたくさん声をかけられて、多すぎていやなときもあったけど、

兄のことでこまったことはないです。

●私の妹は生まれつき障害があります。でも私は個性あふれる妹が小さい時から大好き
です。妹とは同じ保育園に行き、同じ学校に通えると思っていました。でも私が行っ
ていた保育園は、医療的ケアがあったら入らせてくれなかったのです。その時はすご
く悲しかったです。

　妹とは同じ保育園に行けなかったので、小学校は一緒に行きたいという思いがありま
した。家族全員、妹は通常学級で過ごしてほしいと考えていました。でも通常学級に
行くのにはたくさんの壁があり、お母さんたちがしんどそうにしている姿を見て悲し
くなったので、「妹と一緒に小学校に行きたい」と言わなければよかったと思うこと
もありました。妹の通常学級への入学が決まった時は、一緒に学校へ行くという夢が
叶いすごくうれしかったです。毎朝登校班で一緒に行くのはとても楽しくて幸せな時
間でした。

　妹が入学したての時、私の友だちはみんな妹を見て驚いており、いろいろ説明しても
理解してもらうのにたくさん時間がかかりました。どう接したらいいのかわからなく
ておどおどしている友だちも多くいましたが、私と妹の学年が上がるにつれてそれも
なくなりました。それは妹が、たくさんの人と生活し、私の友だちと接する機会も多
かったからだと思います。

　それからは、妹の学年の人や私の学年の人、他の学年の人にまで愛され、毎日笑って
いる妹を見ているのが本当に幸せでした。

　妹は、いろんな友だちと出会い、いろんな経験をして、とても成長していると思いま
す。これからももっともっと成長していくと思います。
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【お問い合わせ】

インクルネット西宮
ともに学びともに育つ社会をめざして

インクルネット西宮には、保護者だけでなくインクルネット西宮には、保護者だけでなく
学校の先生や相談支援専門員など、子どもたちに関わる学校の先生や相談支援専門員など、子どもたちに関わる

いろんな方とのつながりがあります。いろんな方とのつながりがあります。

インクルネット西宮には、保護者だけでなく
学校の先生や相談支援専門員など、子どもたちに関わる

いろんな方とのつながりがあります。

ともに学ぶことにともに学ぶことに

興味がある興味がある

校区の学校に校区の学校に

通わせたいけど通わせたいけど

何から準備したら何から準備したら

いいの？いいの？

学校のことで学校のことで

悩みがある悩みがある
ともに学ぶことに

興味がある

校区の学校に

通わせたいけど

何から準備したら

いいの？

学校のことで

悩みがある

どんなことでもかまいません。私たちと話しませんか？どんなことでもかまいません。私たちと話しませんか？
解決の糸口が見つかるかもしれません。解決の糸口が見つかるかもしれません。
ぜひ、お気軽にお問い合わせください。ぜひ、お気軽にお問い合わせください。

どんなことでもかまいません。私たちと話しませんか？
解決の糸口が見つかるかもしれません。
ぜひ、お気軽にお問い合わせください。
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おわりに

インクルネット西宮の活動を 2016 年に始めてからこれまで、たくさんの保護者の方に
お話を聞かせていただいています。その中で、「障害があったら特別支援学校に行くも
のだと思っていた」という声、「もっと早くこのような選択肢があることを知りたかった」
という声をたくさんお聞きし、インクルネット西宮の活動の一つとして、近所の友だち
と一緒に、自分の校区の学校の同じ空間で毎日生活している子どもたちもいるという現
状を、たくさんの方々に知っていただく必要があると感じてきました。
そんな中、大阪府版「障害のある子どもの小学校入学ガイド Q ＆ A」に導かれるように
出会い、「こんな冊子を西宮でも作って、広くみなさんに西宮の学校の現状を知っても
らいたい！」と、ワクワクする気持ちとともに使命感に駆られたことを覚えています。
その後、役員会での構想の共有から始まり、現役保護者によるワーキングチームの結成、
助成金の申請、執筆と内容の検討を重ねること 2 年半、今、こうしてみなさんの手元に
お届けできていることにほっとしています。この冊子の作成に関わってくださったたく
さんのみなさん、本当にありがとうございました。

現役保護者の私たち目線で検討したそれぞれのエピソード、いろいろな立場の方からの
メッセージなど、それぞれが、少しでもみなさんの参考になればうれしく思います。
子育ては、迷うこともしんどいこともたくさんあります。困ったとき、しんどいときに
は、インクルネット西宮にご相談ください。ぜひ、一緒に考えていきましょう。



作　　成：インクルネット西宮 入学ガイドワーキングチーム　目良知美、他 4 名
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入学準備から学校生活での不安を
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Q＆A形式でまとめてみました

入学準備から学校生活での不安を

本人・保護者の実際の体験をもとに

Q＆A形式でまとめてみました
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インクルネット西宮
〜ともに学びともに育つ社会をめざして〜

E-mail:inclunet.nishinomiya@gmail.com
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